
前
号
に
引
き
続
き
、
私
家
集
の
奥
書
類
を
翻
刻
し
て
い
く
。
今
回
は
菅
原
道
真
・
大

江
千
里
・
素
性
の
三
歌
人
が
対
象
と
な
る
。
特
に
道
真
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
道
真

仮
託
家
集
類
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
少
な
く
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
凡
例
に

変
わ
り
は
な
い
の
で
前
号
を
参
照
さ
れ
た
い
。

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
よ
る
私
家
集
奥
書
集
成
（
三

菅
原
道
真
～
素
性

〈
奥
書
・
刊
記
等
ア
リ
〉

①
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
秩
一
○
八
’
九
八
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
廟
集
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な

ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
御
詠
末
尾
）

此
御
詠
ハ
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
ノ

ー
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
不
審
條
々
被
尋
就
之
菅

宰
相
開
家
本
勘
出
之
以
真
本
書
罵
之
詑
同
錐
及

撰
又
之
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不

旧
菅
原
道
真
［
書
目
帽
・
大
成
新
編
増
補
］ 久

保
木
秀
夫

野
本
瑠
美
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②
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
秩
一
○
八
’
九
八
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
廟
集
」
／
内
題
ナ
シ
／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
な
ど
と
合

可
被
出
此
本
秘
々
而
已
永
之

康
圃
元
年
七
月
廿
五
日
書
写
之
（
錘
難
解
腸
騏
認
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
…
花
山
院
長
親
。
生
年
未
詳
～
正
長
二
年
岬
南
朝
の
後
村
上
・

長
慶
・
後
亀
山
天
皇
に
勤
仕
、
明
徳
三
年
鋤
出
家
。
耕
雲
と
号
す
。

１

③
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
峡
一
○
八
’
九
八
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／
外
題

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
頭
）

御
詠
ハ
五
日
今
河
殿
依
夢
想
掘
出
歌
也

Ｂ
（
末
尾
）

干
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
罵
之

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／

「
聖
廟
集
」
／
内
題
「
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
」
／
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
十
二
時
之
御
詠
末
尾
）

【
備
考
】

Ａ
「
今
河
殿
」
…
今
川
了
俊
か
。
嘉
暦
元
年
”
～
応
永
二
十
一
年
恥
頃
。

（
？
）

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
預
納
厘
底
錐
不

出
坊
室
依
離
去
所
望
子
細
神
慮
不
揮
悪
筆
奉

摸
蔦
之
者
也
若
於
子
拝
見
之
瑚
者
々
深
銘
心
肝

弥
可
奉
低
神
謄
之
者
也

干
時
長
禄
騨
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

為
揮
淨
坊
禅
杲
上
座
御
房
書
罵
之
雌
釦
云
々

右
之
本
書
加
様
有

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
…
生
没
年
未
詳
。
室
町
時
代
中
期
の
人
。
北

野
天
満
宮
祠
官
。
密
乗
院
に
住
す
。
寛
正
三
年
岬
御
師
職
に
任
じ
ら
れ
る
。

「
禅
淨
坊
禅
杲
」
…
蓮
浄
房
禅
杲
か
。
生
没
年
未
詳
。
北
野
天
満
宮
祠
官
。
『
北

野
社
家
日
記
』
長
享
二
年
郷
～
永
正
三
年
恥
の
記
事
に
名
が
見
え
る
。

１

仰
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
峡
一
○
八
’
九
八
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
四
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
廟
集
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
な

ど
と
合

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
①
～
③
⑤
参
照

⑤
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
峡
一
○
八
’
九
八
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
一
（
’
五
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
一
○
五
／
写
一
冊
／
外
題
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斎
正
二
位
玄
旨
法
印
詠
歌
百
首
之
題
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
表
紙
）

此
書
當
時
求
得
安
か
ら
ず
大
せ
つ
二
可
致
事

大
橋
神
泉

Ｂ
（
同
）

青
蓮
院
宮
御
覚
許
日
本
第
一

足
守
能
筆
松
本
源
次
兵
衛
真
筆

Ｃ
（
定
家
卿
小
倉
山
庄
の
色
紙
こ
と
か
き
の
賦
末
尾
）

右
三
十
首
“
定
家
卿
小
倉
山
庄
の
色
紙
こ
と
か
き

の
賦
な
り
享
保
乙
巳
の
秋
七
月
書
畢
入
木
雪
涛
軒

⑥
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
Ｐ
九
二
’
二
二
九
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
四
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
和
寄
之
手
本
」

／
内
題
「
菅
家
百
首
」
／
京
極
黄
門
定
家
卿
藤
河
百
首
題
・
定
家
卿
小
倉
山
庄
の
色

紙
こ
と
か
き
の
賦
・
定
家
卿
百
首
寄
名
所
・
細
川
侍
従
兼
兵
部
大
輔
源
藤
孝
入
道
幽

「
聖
廟
集
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二

ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ｊ
、
書
し
牙

梅
あ
ら
は
し
つ
か
伏
屋
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

一
時
之
御
詠
な

⑧
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
一
一
・
一
三
’
三
○
）

⑦
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
二
・
’
三
’
三
○
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

廟
和
歌
上
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
上
巻
、
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
な
ど
と

〈
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
和
歌
末
尾
）

此
御
詠
は
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正

菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
不
審
條
々

被
尋
就
之
菅
宰
相
開
家
本
勘
出
之
以
真
本

写
之
詑
同
錐
及
撰
文
之
相
傳
所
望
依
難
去

出
之
貴
方
又
他
所
不
可
被
出
此
本
秘
々
而
已
・

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
書
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
岨
道
真
①

【
備
考
】

Ａ
「
大
橋
神
泉
」
…
未
詳
。

Ｂ
「
青
蓮
院
宮
」
：
．
未
詳

「
松
本
源
次
兵
衛
」
…
未
詳
。
「
足
守
」
は
足
守
藩
（
備
中
賀
陽
郡
）
の
こ
と
か
。

Ｃ
「
雪
涛
軒
」
…
未
詳
。
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⑨
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
二
・
’
三
’
三
○
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写

廟
和
歌
上
」
／
内
題
「
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
」
／
上
巻
、

△
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
十
二
時
之
御
詠
末
尾
）

匝
乎

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
鎮
納
厘
底

錐
不
出
坊
室
依
難
去
所
望
子
細
神
慮
不
揮
悪

筆
奉
摸
写
之
者
也
若
於
干
拝
見
之
剛
者
々
深

銘
心
肝
弥
可
奉
低
神
勝
之
者
也

干
時
長
禄
騨
歳
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

Ｂ
（
末
尾
）

干
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

廟
和
歌
上
」
／
内
題
ナ
シ
／
上
巻
、
聖
廟

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
頭
）

御
詠
廿
五
日
今
川
殿
依
夢
想
被
掘
出
寄
也

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

廟
和
歌
上
」
／
内
題
ナ
シ
／
上
巻
、
聖
廟
御
詠
・
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
と
合

／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

一
時
之
御
詠
」
／
上
巻
、
聖
廟
御
詠
な
ど
と

ｊ旧
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
一
一
・
一
三
’
三
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
四
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

廟
和
歌
下
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
下
巻
、
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
十
二

時
御
詠
と
合

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
喝
菅
原
道
真
⑦
～
⑨
⑪
～
⑬
参
照

（
マ
マ
）

為
蓮
淨
坊
禅
杲
上
座
御
房
書
写
之
此
興
々
々

右
ノ
本
書
ヶ
様
二
有

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
「
蓮
淨
坊
禅
杲
」
↓
唱
道
真
③

ｊⅢ
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
一
一
・
一
三
’
三
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
五
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

本
ノ
マ
、

廟
和
歌
下
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
下
巻
、
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
十
二

時
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
御
詠
末
尾
）

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
之

一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
作
不
審
條
々
被
尋
就
固
難
及

誓
文
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
地
所
不
可

被
書
此
本
秘
而
已
求
之

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之
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ｊ旧
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
二
・
一
三
’
三
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
七
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

廟
和
歌
下
」
／
内
題
「
十
二
時
御
詠
」
／
下
巻
、
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
と
合

ｊ似
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
九
二
・
一
三
’
三
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
二
（
’
六
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖

廟
和
歌
下
」
／
内
題
「
御
詠
廿
五
首
」
／
下
巻
、
聖
廟
御
詠
・
十
二
時
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

今
川
殿
依
夢
想
被
掘
出
御
寄
也

【
備
考
】

Ａ
「
今
川
殿
」
↓
咽
道
真
②

戸

A 翻
へ刻
ま一

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
唱
道
真
①

（
巻
末
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ノ
ー
に

害
し
寄

梅
あ
ら
は
し
っ
か
伏
や
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

こ

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之

文
安
三
暦
八
月
七
日
書
写
之

ｊ帽
北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
北
駕
文
庫
（
文
二
三
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
六
’
七
’
六
／
紙
焼
写
真
Ｃ
一
五
○
三
／
写
一
冊
／
外
題
「
天
満
宮

百
首
」
／
内
題
「
天
満
宮
百
首
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
公
御
神
詠
一
百
首
」
〔
扉
題
〕

【
翻
刻
】

ｊ側
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
貴
九
二
’
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御
詠
集

全
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

菅
家
御
詠
集
一
冊
懸
干
津
村

由
直
之
手
写
之
了
他
日
欲
考

異
同
巨
索
元
間

寛
文
壬
寅
春
二
月
吉
辰
如
松
子
誌

【
備
考
】

Ａ
「
津
村
由
直
」
…
未
詳
。
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
「
予
章
記
」
の
万
治

二
年
本
奥
書
に
如
松
子
と
「
大
坂
之
産
津
村
源
一
郎
由
直
」
の
名
が
見
え
る
。
同

一
人
物
か
。

「
如
松
子
」
…
福
住
道
祐
。
寛
永
二
年
噸
～
元
禄
二
年
剛
ｏ

ｌ

ｌ

【
備
考
】
十
二
時
御
詠
の
後
に
、
御
詠
二
十
五
首
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
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ｊ帽
内
閣
文
庫
（
二
○
一
’
四
四
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
二
六
’
九
／
紙
焼
写
真
Ｃ
四
九
九
八
／
写
一
冊
／
外
題
愚
目

Ａ
（
巻
末
）

右
御
詠
歌
毎
日
一
編
詠
人
常
恒
天
神
守
謹
令
現
世
安
穏

後
生
安
楽
不
可
疑

御
神
詫
秘
蔵
云
々
穴
賢

明
治
十
八
年
乙
酉
八
月
廿
八
日

平
時
雍
謹
書

Ｂ
（
同
）

菅
原
の
神
の
詠
み
給
ま
ひ
た
り
と
な
む
い
ふ
此
百
首
の
歌
迄

げ
に
を
も
し
ろ
く
を
か
し
け
れ
ど
ま
さ
し
く
此
神
の

詠
み
け
ん
歌
と
も
覚
え
ぬ
ふ
し
た
、
あ
る
が
上
に
或
人
の

か
き
う
つ
し
た
る
本
に
て
あ
や
し
う
か
き
避
ｎ
Ｍ
Ｍ
凹
誤
り
も

し
っ
ら
む
と
雨
四
ｈ
Ｍ
国
か
し
け
れ
ば
う
つ
し
取
り
て
後
の
考

へ
と
な
す
に
な
ん

明
治
二
十
あ
ま
り
九
と
し

ふ
み
月
二
十
日
あ
ま
り
九
日

■
夢
葹

【
備
考
】

Ａ
「
平
時
雍
」
…
河
内
時
雍
（
天
保
二
年
蝿
～
明
治
二
四
年
的
）
か
。
讃
岐
国
の
人
。

‐
ｌ

ｌ

ｌ

Ｂ
「
■
夢
葹
」
…
未
詳
。

原
贈
太
政
大
臣
歌
集
」
／
内
題
「
菅
原
贈
太
政
大
臣
歌
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
文
）

月
光
似
鏡
無
明
罪
是
管
公
在
調
之
所
作
自
述

其
冤
也
余
於
其
集
亦
言
之
学
者
毎
自
誇
以
眼
光

似
鏡
而
於
公
集
也
無
辨
其
魚
目
与
趙
壁
駮
然

間
襟
係
乎
後
人
偽
造
豈
非
冤
哉
伴
君
宏
覧

彊
記
嘗
深
憂
焉
労
捜
廣
證
脳
之
汰
而
霧
之
掃

論
辨
極
明
如
燃
犀
照
水
百
怪
無
所
得
而
逃
也
鳴

呼
公
之
徳
与
才
信
於
海
内
廟
食
百
世
錐
学

語
之
兒
猶
知
其
當
仰
而
敬
之
然
而
使
其
集
蒙

冤
於
千
載
是
誰
之
責
歎
世
之
苛
調
書
者
観
伴

君
之
斯
挙
也
豈
不
槐
作
哉
亦
豈
不
喜
躍
哉

然
則
余
之
忘
偕
而
敢
序
何
哉
記
其
槐
与
喜
也

已
文
政
庚
寅
冬
十
一
月
海
野
公
豫
謹
識

Ｂ
（
伴
直
方
自
序
）

此
ま
う
ち
き
み
の
寄
集
と
い
へ
る

う
つ
し
ま
き
こ
れ
か
れ
と
あ
る

を
見
し
に
い
か
な
る
人
の
し

わ
さ
に
か
あ
ら
ん
あ
た
し
人
の

う
た
を
し
る
し
し
ひ
て
こ
の
君

の
な
り
と
し
又
さ
あ
た
し
奇
を
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わ
か
草
の
い
や
お
ひ
月
の
し
も
の

十
日
に
い
ま
い
つ
か
お
き
て
の
日

筆
を
そ
む

伴
宿
祢
直
方

【
備
考
】
道
真
公
譜
・
引
用
書
目
・
附
録
を
付
す

な
る
を
し
り
此
き
み
の
奇
の

あ
は
れ
に
み
や
ひ
か
な
る

姿
を
も
し
り
う
へ
き
に

な
む
文
政
と
い
ふ
と
し
は
し

ま
り
て
十
あ
ま
り
三
と
せ
の
春

し
む
る
さ
い
た
く
に
く
む
へ
き

事
に
な
む
さ
れ
は
こ
た
ひ
み

よ
』
～
の
撰
集
を
は
し
め
く
さ

ｊ
、
の
奇
ふ
み
に
出
て
ま
さ

し
く
此
君
の
と
し
る
き
を
の
み

え
り
つ
と
へ
は
き
お
の
れ
か
お
も
ひ

よ
る
事
を
か
し
ら
書
に
く
は
へ
て

一
巻
と
な
し
ぬ
か
く
て
そ
よ
の
人

の
耳
に
ふ
れ
た
る
奇
の
ひ
か
傳
へ

を
く
た
し
う
ひ
ま
な
ひ
を
ま
と
は

い
さ
畠
か
つ
く
り
か
へ
て
の
せ
た
る
た
く
ひ

お
ほ
く
て
な
か
ノ
ー
に
此
君
の
御
名

ｊ旧
内
閣
文
庫
（
二
○
一
’
五
七
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
二
六
’
一
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
○
○
一
／
写
一
冊
／
外
題

「
菅
家
金
玉
抄
」
／
内
題
「
菅
家
金
玉
抄
巻
第
一
（
第
二
～
第
十
四
）
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

ｊ〃
内
閣
文
庫
（
二
○
一
’
四
四
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
二
六
’
一
○
／
紙
焼
写
真
Ｃ
四
九
九
九
／
写
一
冊
／
外
題
ナ

シ
／
内
題
「
瑠
璃
壷
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）右

被
請
二
條
殿
撰
瑠
璃
壺
と
云

右
百
首
北
野
神
詠
に
て
以
真
筆
か
き
給
へ
り
山
門

中
堂
薬
師
え
奉
納
し
給
と
い
へ
り

Ｂ
（
同
）

本
云
右
一
冊
借
請
干
園
少
将
基
萬
朝
臣
令
書
写
了

【
備
考
】

Ｂ
「
園
少
将
基
萬
朝
臣
」
…
文
化
十
三
年
脈
～
天
保
十
二
年
収
。
天
保
五
年
岬
右
少

１

１

将
、
同
十
年
剛
正
四
位
下
。

Ａ
「
海
野
公
豫
」
…
海
野
石
窓
か
。
天
明
七
年
”
～
安
政
六
年
剛
。
掛
川
藩
儒
。

ｌ

ｌ

Ｂ
「
伴
宿
祢
直
方
」
…
寛
政
二
年
剛
～
天
保
十
三
年
雌
。

１

１

91



ｊ伯
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
○
一
’
二
五
二
）

ｌ【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
四
’
一
六
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御
集
」

／
内
題
「
聖
廟
集
菅
家
御
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
見
返
し
）

菅
家
海
量謹

筆

Ｂ
（
序
）

幸
弘
雅
士
の
い
と
け
な
き
比
よ
り

北
野
の
聖
廟
を
信
し
け
る
か
長
と
な
り
て
増
ｊ
、

崇
敬
の
心
切
な
り
さ
れ
は
よ
る
つ
の
事

此
御
神
に
ま
う
し
て
願
ひ
と
し
て
成
就
せ
す
と

右
道
實
公
歌
非
凡
心
所
及
自
今
以
後
更
無
此
風

夕
出
隠
室
家
之
難
分
秘
分
而
偉
見
書
而
巳

干
時
文
安
五
年
林
鐘
十
九
日
継
長
在
判

Ｂ
（
同
）

菅
贈
相
國
家
集
抄
一
部
十
五
冊
世
之
所
希
有

也
頃
間
得
此
書
而
観
収
無
止
密
繕
写
之
深
収

函
底
以
備
家
蔵
之
重
宝
云
爾

【
備
考
】

Ａ
「
継
長
」
…
高
辻
（
菅
原
）
。
応
永
二
十
一
年
皿
～
文
明
七
年
恥
。

Ｃ
（
巻
末
）已

上
四
百
六
拾
有
五
首

写
本
二
云

聖
廟
御
詠
歌
以
北
野
寶
成
院
明
順
自
筆
之
本

書
写
之

長
享
三
年
己
酉
正
月
初
四
日

右
筆
慈
金
五
十
六
歳

，
（
同
）

以
右
之
本
宝
暦
乙
亥
秋
九
月
海
翁
拝
写

【
備
考
】

Ａ
「
海
量
」
…
享
保
十
八
年
畑
～
文
化
十
四
年
Ⅷ
ｏ

１

Ｂ
「
幸
弘
雅
士
」
…
未
詳
。

い
ふ
事
な
し
と
か
や
さ
い
っ
比
あ
つ
ま
に
下
り
し

時
よ
り
鎌
倉
の
聖
廟
に
月
毎
に
詣
て
挫

を
こ
た
ら
す
は
や
八
シ
の
春
秋
を
経
た
り
こ
と
し

古
郷
に
帰
る
と
告
る
に
何
を
か
賎
せ
ん
元
よ
り

頭
陀
の
身
な
れ
は
何
か
あ
ら
ん
正
に
此
御
集
を

書
写
し
て
あ
た
に
こ
れ
を
し
も
身
に
随
へ
てこ

或
は
吟
し
読
し
奉
り
な
は
実
に
か
し
こ
き
御
ま

も
り
な
る
へ
し
と
思
ふ
の
み

乙
亥
の
冬
十
月

東
武
の
海
翁
《
花
押
》

I
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ｊ加
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
○
’
’
二
五
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
四
’
一
七
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御
集
」

／
内
題
「
菅
家
御
詠
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

此
一
冊
は
竹
内
良
恕
二
品
親
王
之

自
筆
以
本
写
之
畢

寛
永
十
一
年
卯
月
七
日
《
花
押
》

【
備
考
】

Ａ
「
竹
内
良
恕
二
品
親
王
」
…
曼
殊
院
二
十
八
世
門
跡
。
天
代
座
主
。
天
正
二
年
剛ｌ

～
寛
永
二
十
年
伽
。

「
《
花
押
》
」
…
未
詳
。

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
六
四
三
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
歌
仙
落
書

／
新
撰
髄
脳
／
瑠
璃
壷
」
／
内
題
「
瑠
璃
壷
」
／
歌
仙
落
書
、
新
撰
髄
脳
と
合

【
翻
刻
】

ｊ剛
宮
内
庁
書
陵
部
（
膳
六
九
）

「
東
武
の
海
翁
《
花
押
》
」
Ｄ
「
海
翁
」
…
Ａ
「
海
量
」
に
同
じ
。

Ｃ
「
北
野
寶
成
院
明
順
」
…
生
没
年
未
詳
。
室
町
時
代
中
期
の
北
野
天
満
宮
祠
官
。

『
北
野
社
家
日
記
』
に
は
永
正
十
一
年
剛
頃
ま
で
、
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

ｌ

「
慈
金
」
…
永
享
五
年
蝿
～
没
年
未
詳
。

ｊ亜
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
八
る
函
二
四
一
）

ｌ【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
六
’
一
九
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
七
三
／
写
一
冊
／
外

題
「
天
神
御
詠
牙
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
謡
」
／
天
神
御
詠
謡
と
合

Ａ
（
巻
末
）

右
被
請
二
條
殿
撰
瑠
璃
壷
と
云

右
百
首
北
野
神
詠
に
て
以
真
筆
か
き
給
へ
り
山
門

中
堂
薬
師
え
奉
納
し
給
と
い
へ
り

Ｂ
（
同
）

這
一
帖
借
乞
大
原
三
位
重
徳
卿
書
写

記
嘉
永
四
年
十
二
月
下
涜
三
十
一
歳

（
、
ｒ
■
）柚

大
納
言
《
花
押
》

Ｃ
（
同
）

癸
丑
初
夏
令
写

《
花
押
》

【
備
考
】

Ａ
「
二
條
殿
」
…
未
詳
。

Ｂ
「
大
原
三
位
重
徳
卿
」
・
・
享
和
元
年
帥
～
明
治
十
二
年
”
。
二
莅
で
あ
っ
た
の
は
、

１１

１

７

天
保
二
年
噸
従
三
位
～
慶
応
三
年
船
。

１

「
柚
大
納
言
《
花
押
》
」
…
徳
大
寺
公
純
。
文
政
四
年
腿
～
明
治
十
六
年
畑
。
嘉

ｌｌ

ｌ

ｌ

永
四
年
開
に
権
大
納
言
、
三
十
一
歳
。

ｌ

Ｃ
「
《
花
押
》
」
…
隠
司
政
通
（
寛
政
元
年
伽
～
明
治
元
年
恥
）
か
。

１
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ｊ別
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
九
る
函
二
四
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
七
’
一
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
四
二
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
庸
御
詠
」
／
内
題
「
聖
庸
御
詠
」
／
御
詠
廿
五
首
・
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
二

十
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

ｊ羽
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
八
る
函
二
四
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
六
’
一
九
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
七
三
／
写
示

題
「
天
神
御
詠
寄
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
調
」
／
天
神
御
詠
調
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
蛇
参
照

く

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

右
一
帖
瑠
璃
之
道
と
云

Ｂ
（
同
）

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正

菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
詠
不
審

條
々
就
被
尋
固
雛
及
誓
文
求
之
相
傳
所
望
依

難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不
可
被
出
此
本
秘
而
已

一
月
十
一
日
書
罵
之

冊
／
外

ｊ刀
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
九
る
函
二
四
二
）

く ｊお
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
九
る
函
二
四
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
七
’
一
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
四
二
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
窟
御
詠
」
／
内
題
「
十
二
時
之
御
詠
」
／
聖
窟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
御
詠
二

十
五
首
と
合

ｊ
ｊ
ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
別
妬
”
参
照

く
く
く

ｊ妬
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
一
九
る
函
二
四
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
七
’
一
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
四
二
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
庸
御
詠
」
／
内
題
「
御
詠
廿
五
首
」
／
聖
窟
御
詠
・
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
二

十
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

今
出
河
殿
依
夢
想
被
堀
秘
嵜
也

【
備
考
】

Ａ
「
今
出
河
殿
」
…
「
今
河
殿
」
の
誤
写
か
。
↓
唱
道
真
②

文
安
三
年
八
月
七
日
書
罵
之

万
治
三
年
二
月
廿
五
日
書
蔦
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
過
道
真
①
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く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
二
一
’
二
’
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
八
一
／
写
一
冊
／
外
題

「
天
神
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
百
首
」
／
「
天
神
御
詠
」
の
う
ち
／
天
神
十
二

時
御
詠
・
天
神
御
詠
歌
・
天
神
御
詠
寄
・
菅
家
御
詠
と
合』

う

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
焔
菅
原
道
真
羽
～
蛇
参
照
。

く
く

ｊ躯
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
五
七
る
函
二
八
○
）

ｊ羽
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
五
七
る
函
二
八
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
二
一
’
一
一
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
八
一
／
写
一
冊
／
外
題

「
天
神
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
十
二
時
御
詠
」
／
「
天
神
御
詠
」
の
う
ち
／
天
神
御

詠
百
首
・
天
神
御
詠
歌
・
天
神
御
詠
寄
・
菅
家
御
詠
と
合

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
七
’
一
（
’
四
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
四
二
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
庸
御
詠
」
／
内
題
「
御
詠
二
十
五
首
」
／
聖
窟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
十
二

時
之
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ノ
、
に

害
し
寄

梅
あ
ら
は
賤
か
ふ
せ
や
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

戸

A 翻
へ刻
士一（
末
尾
）

住
吉
大
明
神
御
詠

ｊ訓
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
五
七
る
函
二
八
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
二
一
’
二
’
三
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
八
一
／
写
一
冊

ｊ釦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
五
七
る
函
二
八
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
二
一
’
二
’
三
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
八
一
／
写
一
冊

／
外
題
「
天
神
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
歌
」
／
「
天
神
御
詠
」
の
う
ち
／
天
神

御
詠
百
首
・
天
神
十
二
時
御
詠
・
天
神
御
詠
吾
・
菅
家
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

右
一
帖
瑠
璃
之
壷
と
云

Ｂ
（
末
尾
貼
付
紙
片
）

此
巻
被
合
瑠
璃
壺
卜
云
々

（
マ
マ
）

ち
り
や
す
き
桜
の
花
を
み
む
よ
り
も
千
代
を
へ
ぬ
き
松
を
こ
そ
見
め

子
守
大
明
神
御
返
し

ち
よ
を
経
て
そ
の
堅
ち
松
は
い
か
な
ら
ん
春
つ
き
せ
す
は
花
も
尽
せ
し

Ｂ
（
同
）

聞
書

あ
す
よ
り
は
あ
た
に
月
日
を
送
ら
し
と
思
へ
は
け
ふ
も
は
や
く
れ
に
け
り

（
以
下
十
首
ノ
奇
ヲ
掲
出
）

【
備
考
】

Ａ
「
子
守
大
明
神
」
…
吉
野
水
分
神
社
の
こ
と
。
吉
野
蔵
王
権
現
の
春
属
神
。
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ｊ魂
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
五
五
七
る
函
二
八
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
二
一
’
二
’
四
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
八
一
／
写
一
冊
／
外
題
／

内
題
「
菅
家
御
詠
」
／
「
天
神
御
詠
」
の
う
ち
／
天
神
御
詠
百
首
・
天
神
十
二
時
御

慶
長
十
二
年
丁
未
季
冬
上
旬
天祐

範
判

【
備
考
】

Ａ
「
鎮
西
今
川
殿
」
…
今
川
了
俊
か
↓
咽
道
真
②

「
二
條
殿
」
…
二
条
良
基
か
。
元
応
二
年
卿
～
嘉
慶
二
年
（
元
中
五
年
）
”
。

Ｂ
「
祐
範
」
…
中
臣
祐
範
。
天
文
十
一
年
“
～
元
和
九
年
噸
。
慶
長
四
年
期
春
日
社

１

１

正
預
。

【
翻
刻
】

／
外
題
「
天
神
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
寄
」
／
「
天
神
御
詠
」
の
う
ち
／
天
神

Ｑ

御
詠
百
首
・
天
神
十
二
時
御
詠
・
天
神
御
詠
歌
・
菅
家
御
詠
と
合

Ａ
（
末
尾
）

此
御
詠
歌
は
鎮
西
今
川
殿
よ
り
度
々
御
所
望
候
間

二
條
殿
よ
り
被
遣
秘
寄
也

Ｂ
（
同
）

此
百
首
御
詠
去
年
従
或
方
令
借
用
書
写
了

然
処
此
一
本
一
覧
之
処
相
違
万
多
有
之
猶
求

然
処
此
一
本
一
覧
之
処
相
違
万
多
右

證
本
両
本
之
不
同
可
決
是
非
者
也
英

ｊ調
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
六
四
九
ゐ
函
三
八
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
五
四
’
一
三
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
五
二
／
写
一
冊
／
外

題
「
天
神
御
詠
寄
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
寄
百
首
」
／
妙
法
天
神
経
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
拠
参
照

く

Ａ
（
天
神
御
詠
寄
百
首
末
尾
）

此
巻
被
号
瑠
璃
壺
卜
云
々

ｊ別
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
六
四
九
ゐ
函
三
八
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
五
四
’
一
三
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
五
二
／
写
一
冊
／
外

題
「
天
神
御
詠
寄
」
／
内
題
「
口
妙
法
天
神
経
」
〔
尾
題
〕
／
天
神
御
詠
寄
百
首
と

ム
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

本
云此

天
神
経
者
於
九
州
安
楽
寺
夏
九
旬
法
花
経

讃
調
之
間
則
此
寄
詠
加
自
名
題
妙
法
天
神
経

給
也
其
已
後
性
空
上
人
依
御
夢
想
告
即
北
野

詣
一
七
箇
日
参
寵
満
夜
半
対
従
御
殿
裏

青
衣
童
子
此
経
持
出
授
性
空
上
人
畢
錐

詠
・
天
神
御
詠
歌
・
天
神
御
詠
寄
と
合

〕
ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
鍋
～
瓠

く
く
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ｊ調
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
一
四
五
○
ム
函
一
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
六
’
八
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
六
四
七
／
写
一
帖
／
外

題
「
聖
廟
百
首
」
／
内
題
「
天
神
十
二
時
御
詠
」
／
天
神
御
詠
百
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

住
吉
大
明
神
御
詠

ｊ弱
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
’
四
五
○
ム
函
一
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
六
’
八
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
六
四
七
／
写
一
帖
／
外

題
「
聖
廟
百
首
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
百
首
」
／
天
神
十
二
時
御
詠
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
調
参
照

く

然
在
世
之
間
者
秘
蔵
シ
玉
テ
終
不
流
布
也

御
入
滅
後
弟
子
等
弘
之
若
人
毎
日
夜
一

度
調
者
一
切
諸
願
成
就
令
如
意
云
々

私
云
於
九
州
安
楽
寺
社
僧
坊
自
小
鳥
居
殿

授
之

玄
亮

【
備
考
】

７

Ａ
「
性
空
上
人
」
…
延
喜
十
七
年
”
～
寛
弘
四
年
帥
。

ｌ

「
小
鳥
居
殿
」
…
未
詳
。
小
鳥
居
家
は
安
楽
寺
の
留
守
別
当
。

「
玄
亮
」
…
未
詳
。

ｊ調
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
’
四
五
四
ム
函
一
四
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
七
’
三
’
一
四
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
六
三
／
写
一

帖
／
外
題
「
百
首
上
」
／
内
題
「
天
神
十
二
時
御
詠
」
／
「
類
聚
百
首
」
の
う
ち
／

Ｊ訂
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
一
四
五
四
ム
函
一
四
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
七
’
三
’
一
四
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
六
三
／
写
一

帖
／
外
題
「
百
首
上
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
百
首
」
／
「
類
聚
百
首
」
の
う
ち
／
天

神
十
二
時
御
詠
な
ど
と
合

ｊ
ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
犯
弱
参
照

く
く

散
や
す
き
さ
く
ら
の
花
を
見
む
よ
り
も

千
代
を
へ
ぬ
へ
き
松
を
こ
そ
見
め

子
守
大
明
神
御
返
し

千
代
を
へ
て
そ
の
崖
ち
松
は
い
か
な
ら
ん

は
る
つ
き
せ
す
は
は
な
も
つ
き
せ
し

Ｂ
（
同
）聞

書

あ
す
よ
り
は
あ
た
に
月
日
を
送
ら
し
と

お
も
へ
は
け
ふ
も
は
や
く
れ
に
け
り

（
以
下
十
首
ノ
歌
ヲ
掲
出
）

【
備
考
】

ｊ

Ａ
「
子
守
大
明
神
」
↓
過
道
真
羽く
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天
神
御
詠
百
首
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

住
吉
大
明
神
御
詠

散
や
す
き
桜
の
花
を
み
ん
よ
り
も
千
代
を
へ
ぬ
へ
き
松
を
こ
そ
み
め

子
守
大
明
神
御
返
し

千
代
を
へ
て
そ
の
民
ち
松
は
い
か
な
ら
ん
春
つ
き
せ
す
は
は
な
も
つ
き
せ
し

Ｂ
（
末
尾
）

聞
書

あ
す
よ
り
は
あ
た
に
月
日
を
送
ら
し
と
お
も
へ
は
け
ふ
も
は
や
く
れ
に
け
り

（
後
二
十
首
ノ
歌
ヲ
掲
出
）

ｊ調
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
一
四
五
四
ム
函
一
四
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
七
’
三
’
一
四
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
六
三
／
写
一

帖
／
外
題
「
百
首
上
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
百
首
」
／
「
類
聚
百
首
」
の
う
ち
／
天

神
十
二
時
御
詠
・
聞
書
な
ど
と
合

ｊ
う

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
釘
銘
参
照

く
く

ｊ㈹
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
一
四
七
五
ム
函
一
六
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
二
二
’
一
’
三
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
九
六
／
写
一
冊
／
外
題

【
備
考
】

Ａ
「
子
守
大
明
神
」

ｊ

↓
唱
道
真
羽く

「
夜
と
も
し
火
／
三
十
六
人
歌
合
其
他
一
冊
」
／
内
題
「
天
神
十
二
支
御
詠
」
〔
巻
首

題
〕
・
「
夜
の
と
も
し
火
」
〔
見
返
し
題
〕
・
「
天
神
十
二
支
神
詠
」
〔
目
録
題
〕
／
三
十

六
人
歌
合
・
中
古
三
十
六
人
歌
合
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

右
三
巻
合
一
冊
者
嘗
従
二
位
源
惟
庸
卿
称
号
竹
内
所
令

書
蔦
給
也
而
嘉
永
七
年
甲
寅
季
秋
中
瀞
奉

令
旨
臣
源
忠
彦
爲
之

【
備
考
】

Ａ
「
従
二
位
源
惟
庸
卿
称
号
竹
内
」
…
寛
永
十
七
年
伽
～
宝
永
元
年
剛
。
元
禄
十
四

１

１

１

年
刊
従
二
位
。

ｌ
「
源
忠
彦
」
…
飯
田
忠
彦
（
寛
政
十
年
剛
～
万
延
元
年
卿
）
。
本
姓
、
源
。

１

１

ｊ刺
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
（
一
八
八
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
○
’
一
○
五
’
五
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｆ
三
六
八
／
写
一
冊
／
外
題

「
菅
家
須
〆
記
附
御
詠
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
百
首
」
／
菅
家
須
磨
記
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
菅
家
御
詠
百
首
末
尾
）

右
御
詠
寄
毎
日
一
編
詠
馴
是
常
天
神
令
守
護
也

現
世
安
穏
後
世
善
虚
御
神
侘
不
可
疑
者
也
芙

可
謹
信
焉
穴
賢

安
楽
寺
秘
蔵
書
摸
写

も
毎
世
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ｊ網
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
（
六
一
一
○
三
／
伽
／
９
丙
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
○
’
一
四
二
’
一
’
五
二
／
紙
焼
写
真
Ｊ
一
○
六
／
写
一
冊
／
外
題

神
詠

「
蓬
願
雑
妙
」
／
内
題
「
北
野
天
神
百
首
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
北
野
天
神
百
首
御
詠
」

〔
目
録
題
〕
／
「
蓬
臓
雑
妙
」
の
う
ち
／
唯
行
院
殿
伊
勢
紀
行
、
四
十
二
乃
物
あ
ら

そ
ひ
な
ど
と
合

ｊ岨
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
（
二
’
’
八
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
○
’
一
二
一
’
七
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
九
七
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅

家
御
詠
集
」
（
マ
イ
ク
ロ
不
鮮
明
、
調
査
カ
ー
ド
に
よ
る
）
／
内
題
「
菅
家
御
詠
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

松
田
元
春
拝
授

Ｂ
（
同
）

平
野
達
海
《
花
押
》

【
備
考
】

Ａ
「
松
田
元
春
」
…
未
詳
。

Ｂ
「
平
野
達
海
《
花
押
》
」
…
未
詳
。

Ｂ
（
同
）

桑
園
蔵

【
備
考
】

Ｂ
「
桑
園
」
…
未
詳
。

【
翻
刻
】

Ａ
（
賊
文
）

貞
治
元
年
三
月
廿
四
日
夜

前
光
厳
院
殿
御
枕
上
に
衣
冠
正
し
く
上
臘
一
人
参
せ
た
て
て

申
さ
せ
け
る
は
是
は
北
野
に
住
居
而
常
に
奉
公
致
者
也
我
西
海
へ

赴
ん
と
せ
し
時
後
の
寿
瑞
を
願
か
為
に
一
夜
松
の
西
へ
さ
し
た
る

根
の
下
に
埋
た
る
石
の
唐
戸
有
今
時
を
得
た
り
人
を
遣
し
て

取
出
さ
れ
侍
る
へ
し
其
中
に
青
料
紙
二
書
た
る
百
首
の
寄

井
二
秘
文
有
次
二
実
名
有
取
て
百
首
の
奇
の
内
何
れ
に
て
も

一
首
一
名
を
書
添
我
に
向
こ
と
く
信
心
を
致
て
た
も
た
は
諸

の
ち
う
よ
う
時
患
其
身
に
か
け
も
さ
出
し
め
し
又
其
家
の

内
々
疫
病
を
入
れ
す
と
お
も
は
Ｌ
此
秘
文
を
書
て
一
の
実
名

を
書
添
て
東
南
西
北
に
埋
へ
し
然
は
我
毎
日
来
臨
し
来
ん

そ
の
病
患
を
払
し
め
ん
又
実
名
か
き
そ
へ
佛
眼
大
徳
呪
五
返

金
剛
輪
呪
七
返
金
剛
名
を
廿
五
返
毎
日
調
し
て
我
［
側
回

所
の
廻
向
を
以
諸
佛
を
祈
ら
は
三
度
っ
畠
立
巡
て
守
護
し

諸
願
を
今
満
足
と
申
さ
せ
給
て
帰
給
ふ
と
思
候
御
夢
は
覚
さ
せ

給
ぬ
徳
大
寺
三
位
堀
河
侍
従
両
使
を
以
北
野
法
眼
二
被
仰
付

御
子
左
二
位
中
将
為
重
卿
を
相
添
一
夜
松
の
西
に
さ
し
た
る

根
の
下
を
ほ
ら
せ
ら
る
深
さ
地
七
尺
を
過
て
約
束
の
石
の
唐
戸

あ
り
為
重
卿
是
を
披
見
し
給
ふ
わ
か
中
に
青
地
の
金
欄
に
て

上
巻
し
た
る
彼
神
の
真
筆
あ
り
則
帝
夢
中
の
約
束
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ｊ“
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
巳
／
弐
拾
）

く

の
如
し
是
は
雲
上
の
外
関
白
為
重
卿
北
野
法
眼
の
外
ハ
家

家
一
一
ハ
末
然
然
ヲ
康
應
元
年
二
月
廿
日
従
筑
紫
上
洛
し
て

法
眼
対
面
の
時
此
書
を
随
分
跡
き
れ
て
み
へ
す

Ｂ
（
末
尾
）

人
し
れ
す
聞
に
北
野
洩
神
そ
と
は
袖
に
も
ち

た
る
梅
に
て
も
し
れ

唐
衣
お
ら
て
北
野
の
神
そ
と
は
袖
に
も
ち
た
る

梅
の
一
枝

【
備
考
】

Ａ
「
前
光
厳
院
殿
」
…
正
和
二
年
畑
～
貞
治
三
年
畑
。
元
亨
三
年
郷
譲
位
。

１

１

１

「
徳
大
寺
三
位
」
…
徳
大
寺
実
時
か
。
貞
治
元
年
鯉
、
正
三
位
権
中
納
言
。
応
永

「
北
野
法
眼
」
…
未
詳
。
石
見
法
眼
禅
陽
か
。
生
没
年
未
詳
。
南
北
朝
時
代
の
北

野
天
満
宮
祠
官
。
松
梅
院
の
祖
。
尊
氏
の
戦
勝
祈
願
の
勲
功
に
よ
り
御
師
職
と

な
る
。
後
に
法
印
。

「
御
子
左
二
位
中
将
為
重
卿
」
…
正
中
二
年
錨
～
至
徳
二
年
（
元
中
二
年
）
繩
。

１

１

至
徳
元
年
姻
権
中
納
言
、
同
二
年
従
二
位
。

ｌ

「
関
白
」
…
近
衛
道
嗣
。
元
弘
二
年
知
～
嘉
慶
元
年
洲
。
康
安
元
年
馴
関
白
、
貞

ｌ

ｌ

ｌ

治
二
年
獺
に
辞
す
。

１

「
徳
大
寺
三
位
」
…
徳
大
寺
実
時
か
。
貞
治
元
年
池
、
正
三
位
権
中
細
一
一

ｌ

二
年
銃
従
一
位
。

ｌ

「
堀
河
侍
従
」
…
堀
河
（
源
）
具
言
か
。
生
年
未
詳
～
応
永
廿
五
年
畑
。

１

ｊ妬
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
巳
七
’
○
六
九
九
六
～
八
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
二
’
二
八
八
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
○
七
二
／
写
三
冊
／
外
題
「
菅

家
金
玉
抄
一
之
三
（
四
之
七
、
八
之
十
五
止
）
」
／
内
題
「
菅
家
金
玉
抄
巻
第

一
（
二
～
十
五
）
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

右
道
實
公
之
歌
非
凡
心
所
及
自
今
以
後
更
無

此
風
夕
出
隠
室
家
之
錐
分
秘
分
而
偉
見
書
而
已

干
時
文
安
五
年
林
鐘
十
九
日
継
長
在
判

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
二
’
九
○
’
二
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
九
六
七
／
写
一
帖
／
外
題

「
幽
旨
桐
火
桶
／
あ
る
い
は
本
寄
の
／
菅
家
御
歌
」
／
内
題
ナ
シ
／
幽
旨
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
頭
）

あ
る
人
懇
望
あ
や
に
く
に
て
十
ヶ
年

先
に
書
つ
か
は
し
し
は
し
書
に
又
此

度
■
海
湯
道
中
湯
治
す
る

人
所
望
加
害
物
也
是
は
更

分
別
あ
り
か
た
き
一
紙
也

さ
れ
と
も
応
命
人
に
か
弾
せ
て

ま
い
ら
せ
候
先
立
と
い
ふ
よ
り

此
度
に
て
物
に
ま
い
ら
せ
候
■
■
云
々

100



ｊ岬
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
八
（
’
一
）
、
三
四
’
三
三
○
’
四
（
’
一
）
／
Ｃ

四
六
八
四
、
Ｃ
六
八
八
五
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
窟
御
詠
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」

／
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

ｊ媚
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
巳
五
’
○
六
一
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
二
’
二
八
三
’
六
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
七
○
三
四
／
写
一
冊
／
外
題

罫
錘
鍵
雲
銅
鞄
集
是
則
響
／
内
題
「
聖
廟
御
集
」
／
千
里
集
・
是
則
集
・
公
忠
集
・

長
能
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
書
入
）

こ
の
集
■
の
偽
せ
る
な
り
上
古
井
近
世
の

奇
相
交
■
■
其
外
卑
俗
之
類
多
シ

決
而
菅
家
の
御
集
に
あ
ら
す

Ｂ
（
同
）

菅
贈
相
国
家
集
抄
一
部
十
五
冊
無
之
所
希
有
也

頃
間
畢
得
此
書
而
歓
■
無
止
密
繕
写
之
深
収

函
底
以
備
家
蔵
之
重
宝
云
余

【
備
考
】

ｊ

Ａ
「
継
長
」
↓
通
道
真
肥く

ｊ妃
神
宮
文
庫
（
三
／
’
二
五
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
八
（
’
二
）
、
三
四
’
三
三
○
’
四
（
’
二
）
／
Ｃ

四
六
八
四
、
Ｃ
六
八
八
五
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
窟
御
詠
」
／
内
題
ナ
シ
／
聖
廟
御

詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
御
詠
末
尾
）

此
御
詠
は
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
の

時
イ

イ
ニ
ナ
シ

一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
審
條
々
被
尋
就
之
菅

凶
睡
イ

宰
相
開
家
本
勘
出
之
以
真
本
書
写
之
詑
同
錐
及

撰
文
之
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不

可
被
出
此
本
秘
々
而
已
ィ
未
之

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
書
爲
之
轆
麩
垂
癖
叶
匪
切
計
諜
諦
華
罵
之

Ｂ
（
巻
末
）

謹
思
堂
敬
義

Ｃ
（
同
・
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
拝

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
過
道
真
の

う

Ｂ
「
謹
思
堂
敬
義
」
Ｃ
「
村
井
古
巖
敬
義
」
↓
２
人
麻
呂
略く
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ｊ相
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
八
（
’
三
）
、
三
四
’
三
三
○
’
四
（
’
三
）
／
Ｃ

四
六
八
四
、
Ｃ
六
八
八
五
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
窟
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
様
御
作

十
二
時
之
御
詠
」
／
聖
廟
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
鎮
納
厘
底
錐
不

出
坊
室
依
難
去
所
望
子
細
神
慮
不
揮
悪
筆

Ａ
（
御
詠
廿
五
首
巻
頭
）

イ
首

御
イ

御
詠
廿
五
日
今
河
殿
依
夢
想
被
掘
出
歌
也

Ｂ
（
末
尾
）

干
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
嶌
之

Ｃ
（
巻
末
）

謹
思
堂
敬
義

，
（
同
。
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
舜

【
備
考
】

Ａ
「
今
河
殿
」
↓
過
道
真
②

ｊ

Ｃ
「
謹
思
堂
敬
義
」
Ｄ
「
村
井
古
巌
敬
義
」
↓
２
人
麻
呂
略く

ｊ印
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
二
）

く【
マ
イ
ク
旦
三
四
’
一
三
九
’
八
（
’
四
）
、
三
四
’
三
三
○
’
四
（
’
四
）
／
Ｃ

四
六
八
四
、
Ｃ
六
八
八
五
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
庸
御
詠
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」

／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

奉
摸
嶌
之
者
也
若
於
干
拝
見
之
剛
者
々
深
銘
心
肝
弥

可
奉
低
神
膳
之
者
也

干
時
長
禄
騨
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

為
禅
浄
坊
杲
上
座
御
房
書
罵
之
雌
鋤
々
々

右
之
本
書
ノ
加
様
二
有

Ｂ
（
巻
末
）

謹
思
堂
敬
義

Ｃ
（
同
・
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌
敬
義
舜

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
「
禅
浄
坊
禅
杲
」
↓
唱
道
真
③

ｊ

Ｂ
「
謹
思
堂
敬
義
」
Ｃ
「
村
井
古
巌
敬
義
」
↓
２
人
麻
呂
焔く
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ｊ副
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
八
（
’
五
）
、
三
四
’
三
三
○
’
四
（
’
五
）
／
Ｃ

本
ノ
マ
、

四
六
八
四
、
Ｃ
六
八
八
五
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
唐
御
詠
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」

／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ノ
ー
に
害
し

寄

梅
あ
ら
は
し
っ
か
伏
屋
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

謹
思
堂
敬
義

Ｂ
（
同
．
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拝

【
備
考
】

Ａ
「
謹
思
堂
敬
義
」
Ｂ
「
村
井
古

Ｃ
（
同
。
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

Ｂ
（
同
）

謹
思
堂
敬
義

Ｊ

「
村
井
古
巖
敬
義
」
↓
２
人
麻
呂
焔く

ｊ昭
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
二
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
二
）
／
Ｃ

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
ナ
シ
／
聖
廟
御
詠
・
天
神

ｊ醜
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
一
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
一
）
／
Ｃ

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
天
神
御

作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

此
御
詠
は
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正

菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
不
審
條
々

被
尋
就
之
菅
宰
相
開
家
本
勘
出
之
以
真
書

写
之
詑
同
錐
及
撰
文
之
相
傳
所
望
依
難
去
書
之

貴
方
又
他
所
不
可
被
出
此
本
秘
々
而
已

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
書
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
通
道
真
①

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拝

【
備
考
】

Ｂ
「
謹
思
堂
敬
義
」
Ｃ
「
村
井
古
巖
敬
義
」

ｊ

↓
２
人
麻
呂
略く
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ｊ別
神
宮
文
庫
（
三
／
一

ｌ【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一

妻
恥
ｕ
Ｌ
綱
け
屏
西
臣
阜
、
ご
偉
脈
一
戸
旨
一
ノ
ー
ロ
ー
コ
ユ
壱
一
笛

ｌ【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
三
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
三
）
／
Ｃ

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
天
神
御
作
十
二
時
之
御

詠
」
／
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

（
屋
）

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
鎮
納
■
底
雛
不
出

坊
室
依
難
去
所
望
子
細
神
慮
不
憧
悪
筆
奉
摸

写
之
者
也
若
於
干
拝
見
之
瑚
者
々
深
銘
心
肝
弥
可

奉
低
神
膳
之
者
也

干
時
長
禄
騨
歳
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

為
蓮
浄
坊
禅
杲
上
座
御
房
書
写
之
此
興
云
々

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
頭
）

御
詠
廿
五
日
今
川
殿
依
夢
想
被
掘
出
寄
也

Ｂ
（
末
尾
）

千
時
康
應
第
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
な
ど
と
合

二

有

三
一

ｊ弱
神
宮
文
庫
（
三
／
’
二
五
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
五
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
五
）
／
Ｃ

本
ノ
マ
、

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
聖
廟

御
詠
・
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
二
十
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
之

一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
作
不
審
條
々
被
尋
就
固
難
及

誓
文
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
地
所
不
可

被
書
此
本
秘
而
已
求
之

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之

ｊ弱
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
五
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
四
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
四
）
／
Ｃ

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
聖
廟
御

詠
・
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
な
ど
と
合

う
ｊ
ｊ
ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
岨
菅
原
道
真
馳
～
別
冊
研
参
照

く
く
く
く

右
之
本
書
ヶ
様
二
有

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
「
蓮
浄
坊
禅
杲
」
↓
旧
道
真
③
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ｊ卵
神
宮
文
庫
（
三
／
一
四
四
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
五
六
’
三
／
Ｃ
四
八
四
二
／
写
一
冊
／
外
題
「
瑠
璃
壺
御
詠

全
」
／
内
題
「
玉
玉
竹
木
日
瑠
璃
歌
／
御
詠
調
百
首
」

【
翻
刻
】

ｊ駒
神
宮
文
庫
（
三
／
’
二
五
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
九
’
九
（
’
六
）
、
三
四
’
四
三
八
’
六
（
’
六
）
／
Ｃ

四
六
八
五
、
Ｃ
六
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
御
詠
廿
五
首
」
／
聖
廟

御
詠
・
天
神
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

今
川
殿
依
夢
想
被
掘
出
御
寄
也

Ｂ
（
巻
末
）明

應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ノ
ー
に

書
し
寄

梅
あ
ら
は
し
っ
か
伏
や
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

【
備
考
】

Ａ
「
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

文
安
三
暦
八
月
七
日
書
写
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
岨
道
真
①

Ａ
（
序
）

後
光
厳
院
御
宇
貞
治
元
年
三
月
二
十
日
の
夜
主
上

御
夢
中
に
衣
冠
正
敷
公
卿
参
り
て
申
さ
れ
け
る
は
我
は

是
北
野
邊
に
有
て
常
に
奉
公
せ
し
者
也
も
と
さ
い
ふ

に
趣
む
か
ん
と
し
け
る
時
後
の
き
と
く
を
な
さ
し
め
ん
か

（
柵
）

為
に
北
野
一
夜
松
の
西
に
さ
し
た
る
根
の
下
に
か
ら
槌

を
埋
み
置
た
り
し
事
あ
り
其
内
に
寄
百
首
並
に

七
言
二
句
の
五
き
や
う
の
ひ
も
ん
を
五
り
や
う
し
に
書
付
て

置
侍
る
也
若
其
中
の
う
た
何
れ
に
て
も
一
首
又
五
の

中
に
い
つ
れ
の
名
い
つ
れ
に
て
も
ひ
と
つ
を
書
そ
へ
て
我
に

む
か
へ
る
思
ひ
を
な
し
て
信
心
を
い
た
す
人
あ
ら
は
諸
の

ち
う
や
う
を
の
か
し
一
切
の
病
け
ん
に
も
犯
さ
る
弘
事

有
へ
か
ら
す
此
ひ
も
ん
を
書
付
て
し
つ
み
や
う
を

書
付
て
住
宅
の
四
方
に
埋
み
た
ら
ん
所
へ
は
毎
日
影
向

し
て
病
難
を
佛
ひ
し
ょ
く
を
み
て
し
め
ん
也
五
真
言

多
き
た
ら
に
の
内
に
と
り
わ
け
て

仏
眼
呪
五
へ
ん
大
威
徳
呪
五
へ
ん

大
金
剛
輪
呪
七
反
南
無
胎
蔵
界
諸
尊
廿
一
反

南
無
金
剛
界
諸
尊
廿
一
反

此
ひ
も
ん
を
彼
し
っ
み
や
う
を
唱
て
諸
願
を
祈
ら
は
諸

仏
諸
神
加
護
を
な
し
給
は
ん
事
う
た
か
ひ
有
へ
か
ら
す

我
は
人
の
も
と
へ
毎
日
三
度
行
て
願
を
望
み
を
満
足
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せ
し
め
ん
也
と
慥
に
申
述
て
帰
ら
せ
玉
ひ
け
る
を
御
夢

覚
給
ひ
て
ふ
し
き
に
思
召
て
■
て
徳
大
寺
三
位
堀
河
侍
従

両
人
を
勅
使
と
し
て
北
野
法
眼
に
仰
御
子
左
二
位
中
将

為
重
卿
を
奉
行
に
て
其
教
へ
の
処
を
そ
ほ
ら
せ
ら
れ
け
る

（
掴
）

深
さ
七
尺
は
か
り
に
い
た
っ
て
石
の
槌
有
為
重
卿
あ
け

さ
せ
て
見
給
ふ
に
青
地
の
金
欄
に
て
上
巻
し
た
る
巻

物
有
是
を
開
か
れ
け
る
に
疑
ふ
所
も
な
き
聖
廟
の
御
直

筆
に
て
そ
あ
り
け
る
則
と
り
て
叡
覧
に
伝
へ
け
る
に

本
ノ
マ
、

も
ん
第
の
趣
教
の
御
夢
想
に
少
も
た
か
は
さ
り
け
れ
は
深
く

御
信
仰
有
け
る
此
次
第
主
上
よ
り
外
は
時
の
関
白
為

重
卿
北
野
法
眼
よ
り
別
に
知
る
人
も
な
き
物
也
希
代
の

神
異
し
ゆ
せ
う
の
て
ん
も
ん
議
に
と
ん
け
の
一
か
い
に
も

こ
え
た
り
と
し
う
し
て
し
ん
き
や
う
の
議
を
富
法
に
は
何

の
も
の
か
是
に
す
き
ん
や
あ
な
か
し
こ

康
暦
元
年
二
月
廿
日
初
而
法
眼
傳
之

應
仁
二
年
二
月
二
日
相
傳
之
兼
載
判

文
亀
元
年
六
月
三
日
相
傳
之
祐
増
判

天
文
十
九
年
五
月
三
日
相
傳
之
宗
綱
判

Ｂ
（
同
）

次
に
き
ぐ
は
ん
の
し
た
い

前
に
ふ
つ
け
ん
等
の
呪
を
と
な
へ

次
に
ひ
も
ん

か
む
ふ
も
れ
い
し
ゆ
つ
せ
い
っ
さ
い
し
ゆ
し
や
う
の
う
い
ん
と
う
し
や
う
ひ
し

我
無
父
母
令
出
世
一
切
衆
生
能
引
導
常
非
二

し
ん
を
に
ち
や
し
つ
み
や
う
ち
し
や
を
う
し
ゆ
こ

心
於
日
夜
實
名
知
者
應
守
護

次
に
し
つ
み
や
う

か
う
け
ん

り
や
う
つ
う

つ
う
ち
よ
く

南
無
好
玄
よ
し
は
る
良
通
よ
し
み
ち
通
直
み
ち
な
を

と
う
し
ん

と
う
し
ん

道
真
み
ち
さ
ね

道
信
み
ち
の
ふ

い
と

帰
命
天
満
大
自
在
本
地
観
音
大
聖
尊
為
度
一
切
諸

衆
生
示
現
威
光
大
明
神

Ｃ
（
巻
末
）

又
へ
ち
の
所
に
・

心
た
に
誠
の
道
に
か
な
ひ
な
は
祈
ら
す
と
て
も
神
や
守
ら
む

わ
れ
た
の
む
人
を
む
な
し
く
な
す
な
ら
は
天
か
下
に
て
名
を
や
流
さ
ん

君
が
住
梅
の
立
枝
を
行
ノ
＼
も
か
く
る
私
程
に
帰
り
見
し
か
な

初
瀬
の
縁
起
の
御
託
宣
に

離
与
家
ヲ
三
四
月
落
ル
涙
ハ
百
千
行

萬
時
ハ
皆
如
や
夢
ノ
時
々
仰
才
彼
蒼
言

思
ひ
き
る
心
の
劔
ひ
と
っ
た
に
あ
ら
は
浮
世
の
綱
は
も
の
か
は

此
詩
歌
毎
日
唱
奉
ら
は
諸
の
災
難
を
遁
し
め
ん
と
の

御
た
く
せ
ん
な
り
と
云
々

【
備
考
】

Ａ
「
後
光
厳
院
」
…
暦
応
元
年
（
延
元
三
年
）
郷
～
応
安
七
年
（
文
中
三
年
）
狐
。

１

１

観
応
三
年
（
正
平
七
年
）
池
八
月
践
組
、
同
四
年
十
二
月
～
応
安
四
年
（
建
徳
二

１

年
）
三
月
ま
で
在
位
。
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詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
表
紙
見
返
し
）

十
五
五

高
岡
市

野
村
太
一
郎
殿

（
卵
）
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
九
二
・
｜
・
九
五
）

【
マ
イ
ク
旦
五
○
’
二
一
’
三
’
一
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御

詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
百
首
」
／
天
神
十
二
時
御
詠
・
天
神
御
詠
歌
・
菅
家
御

Ｂ
（
同
）

我
た
の
む
人
を
む
な
し
く
な
す
な
ら
は

天
か
下
に
て
名
を
流
か
さ
ぬ

菅
相

Ｃ
（
後
表
紙
見
返
し
）

天
保
十
五
甲
辰
年
堅
八
智

浅
香
山
下

「
徳
大
寺
三
位
」
「
堀
河
侍
従
」
「
北
野
法
眼
」
「
御
子
左
二
位
中
将
為
重
卿
」
「
関

ｊ

白
」
↓
過
道
真
偲く

２

「
兼
載
」
…
猪
苗
代
兼
載
。
享
徳
元
年
媚
～
永
正
七
年
Ⅷ
ｏ

ｌ

ｌ

「
祐
増
」
…
未
詳
。

「
宗
綱
」
…
未
詳
。

ｊ制
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
九
一
一
・
｜
・
九
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
○
’
二
一
’
三
’
三
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題

「
菅
家
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
歌
」
／
天
神
御
詠
百
首
、
天
神
十
二
時
御
詠
、

菅
家
御
詠
な
ど
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
見
返
し
な
ど
の
書
入
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
弱
参
照

く

Ａ
（
末
尾
）

右
一
帖
瑠
璃
之
壺
と
云

ｊ帥
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
九
一
一
・
｜
・
九
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
○
’
二
一
’
三
’
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家

御
詠
」
／
内
題
「
天
神
十
二
時
御
詠
」
／
天
神
御
詠
百
首
・
天
神
御
詠
歌
・
菅
家

御
詠
な
ど
と
合

う

【
翻
刻
】
見
返
し
な
ど
の
書
入
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
弱
参
照

く

安
倍
信
麻
呂

奥
州
田
村

浅
香
山知

友

【
備
考
】

Ａ
「
野
村
太
一
郎
」
…
未
詳
。

Ｂ
「
安
倍
信
麻
呂
」
…
未
詳
。

「
知
友
」
…
未
詳
。
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ｊ砲
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
九
一
一
・
一
・
九
五
）

く【
マ
イ
ク
己
五
○
’
二
一
’
三
’
三
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題

「
菅
家
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
歌
」
／
天
神
御
詠
百
首
、
天
神
十
二
時
御
詠
、

菅
家
御
詠
な
ど
と
合

う

【
翻
刻
】
見
返
し
な
ど
の
書
入
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
帥
参
照

く

Ａ
（
末
尾
）

此
御
詠
歌
は
鎮
西
今
川
殿
よ
り
度
々
御
所
望
候
間

二
條
殿
よ
り
被
遣
秘
寄
也

，
（
同
）

此
百
首
御
詠
去
年
従
或
方
令
借
用
書
写
之

然
処
此
一
本
一
覧
之
処
相
違
万
多
有
之
猶
求

證
本
両
本
之
不
同
可
決
是
非
者
也
英

一

慶
長
十
二
年
詞
季
冬
上
旬
天

祐
範
判

ｊ

【
備
考
】
見
返
し
な
ど
の
書
入
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
鰯
参
照

Ａ
「
「
鎮
西
今
川
殿
」
今
河
了
俊
↓
過
道
真
②

う

「
二
條
殿
」
Ｄ
「
祐
範
」
↓
過
道
真
釦く

ｊ閃
高
岡
市
立
中
央
図
書
館
（
九
一
一
・
一
・
九
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
○
’
一
二
’
三
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御

詠
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
」
／
天
神
御
詠
百
首
・
天
神
十
二
時
御
詠
・
天
神
御
詠

ｊ“
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
（
二
八
九
．
一
Ｋ
Ａ
ｌ
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
一
’
二
七
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｎ
一
八
四
七
／
写
一
冊
／
外
題

「
菅
家
御
年
譜
附
百
首
御
歌
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
嵜
百
首
」
／
菅
家
御
年
譜

と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
百
首
御
歌
末
尾
）

予
住
年
貝
原
篤
信
先
生
の
天
満
宮
故
実
二
巻
を
よ
む
頃
日
友
生
菅
神
御
年
譜

一
本
を
参
す
よ
っ
て
故
実
と
校
訂
す
る
に
大
同
小
異
あ
り
て
故
実
は
草
本
に
て

年
譜
／
本
は
後
定
本
な
ら
ん
頗
ま
さ
れ
り
因
て
年
譜
本
を
う
つ
し
置
ぬ

文
化
四
年
八
月
下
解

Ｂ
（
同
）

安
政
六
年
未
九
月
写
入
矢
在
縣

【
備
考
】

Ａ
「
貝
原
篤
信
」
…
貝
原
益
軒
。
寛
永
七
年
剛
～
正
徳
四
年
剛
。

ｌ

ｌ

Ｂ
「
入
矢
在
縣
」
…
未
詳
。

歌
な
ど
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
見
返
し
な
ど
の
書
入
に
つ
い
て
は
咽
菅
原
道
真
的
参
照

く

ｊ髄
徳
島
県
立
図
書
館
森
文
庫
（
Ｗ
九
一
一
・
｜
／
ス
カ
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
六
三
’
三
五
’
七
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
六
四
四
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
神

百
首
」
／
内
題
「
菅
神
百
首
」
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ｊ師
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
四
（
’
二
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
二
七
／
写
一
冊
／

外
題
「
菅
家
御
集
三
」
／
内
題
「
菅
家
御
集
」
〔
扉
題
〕
／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様

Ａ
（
末
尾
）

此
御
詠
は
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
ノ

侍
イ

一
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
不
審
條
々
被
尋
就
之
菅

睡
イ

宰
相
開
家
本
勘
出
之
以
真
本
書
罵
之
詑
同
錐
及

撰
文
之
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不

イ

可
被
出
此
本
秘
々
而
已
求
之

イ
ニ
ナ
シ

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
書
罵
之
誕
舜
弐
群
叶
匪
胡
馳
融
華
罵
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
過
道
真
①

【
翻
刻
】

ｊ髄
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
四
（
’
一
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
二
七
／
写
一
冊
／

外
題
「
菅
家
御
集
三
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
集
」
〔
扉
題
〕

／
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

天
神
配
所
に
て
の
御
詠
と
云
っ
た
へ
し

ｊ開
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
四
（
’
三
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
二
七
／
写
一
冊
／

外
題
「
菅
家
御
集
三
」
／
内
題
「
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅

家
御
集
」
〔
扉
題
〕
／
聖
廟
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
鎮
納
厘
底
錐
不

出
坊
室
依
難
去
所
望
子
細
神
慮
不
揮
悪
筆
奉

摸
罵
之
者
也
若
於
子
拝
見
之
瑚
者
々
深
銘
心
肝

弥
可
奉
低
神
膳
之
者
也

干
時
長
禄
騨
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

為
禅
浄
坊
禅
杲
上
座
御
房
書
写
之
雌
鋤
云
々

御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
・
聖
廟
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
頭
）

イ
甘

囚

御
詠
廿
五
日
今
河
殿
依
夢
想
被
掘
出
寄
也

Ｂ
（
末
尾
）

干
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
冨
之

【
備
考
】

Ａ
「
今
河
殿
」
↓
蝸
道
真
②
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ｊ的
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
四
（
’
四
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
二
七
／
写
一
冊
／

外
題
「
菅
家
御
集
三
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
集
」
〔
扉
題
〕

／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

う
Ｊ
Ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
髄
～
舶
刊
参
照

く
く
く

右
之
本
書
加
様
二
有

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
「
禅
浄
坊
禅
杲
」
↓
過
道
真
③

ｊ加
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
四
（
’
五
）
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
二
七
／
写
一
冊
／

外
題
「
菅
家
御
集
三
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
集
」
〔
扉
題
〕

／
聖
廟
御
詠
・
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）明

應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ｊ
、
に
害
し
寄

梅
あ
ら
は
し
っ
か
伏
屋
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

ｊ別
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
七
’
八
四
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
八
’
五
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
六
二
／
写
一
冊
／
外
題
ナ

シ
／
内
題
「
菅
家
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
詠
蔦
」
〔
扉
題
〕

ｊ沼
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
（
匡
三
后
認
亘
ｇ
ｏ
里
弓
ョ
面
、
ｍ
里
否
一
望
）

く
（
二
二
○
三
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
二
五
’
五
九
’
五
／
紙
焼
写
真
Ｃ
一
○
九
○
○
／
写
一
冊
／
外
題

ｊ刀
今
治
市
河
野
美
術
館
（
｜
ニ
ニ
ー
八
四
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
八
’
六
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
六
三
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅

家
御
集
全
」
／
内
題
「
菅
家
御
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

宝
暦
十
三
癸
未
年
十
月
中
旬
写
之

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

明
治
十
四
年
一
月
十
八
日
歌
御
會
始

竹
有
佳
色

御
製

う
ゑ
お
き
し
庭
の
呉
竹
よ
画
を
へ
て
か
は
ら
ぬ
色
の
た
の
も
し
き
哉

皇
后
宮
御
歌

一
品
幟

【
備
考
】

Ａ
コ
品
幟
」
…
有
栖
川
幟
仁
親
王
。
文
化
九
年
畑
～
明
治
十
九
年
畑
。
慶
応
三
年

１

１

細
叙
一
品
。

１
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「
菅
家
百
首
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
寄
朱
一
本
」

嘗
会
和
歌
な
ど
他
四
冊
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

二
條
殿
御
清
撰
之

Ｂ
（
巻
末
）

右
一
帖
瑠
璃
之
壺
と
云

Ｃ
（
同
）

此
御
詠
は
鎮
西
今
川
殿
よ
り
度
々
御
所
望
之
間

二
條
殿
よ
り
被
遣
秘
寄
也

，
（
同
）

一
本
云

此
百
首
御
詠
去
年
従
或
方
令
借
用
書
写
之

然
処
此
一
本
一
覧
之
処
相
違
万
多
有
之
猶
求

證
本
両
本
之
不
同
可
決
令
是
非
者
也
英

慶
長
十
二
年
丁
未
季
冬
上
旬
天
祐
範
岬

Ｅ
（
同
）

以植
松
殿
文
庫
古
本
書
写
之
加
校
合
誌

弘
化
五
年
戊
申
正
月
三
日
戊
寅

坂
上
大
宿
禰
康
敬

Ｆ
（
同
）

朱
ノ
分

一
本
歌

祐
範
判

／
和
歌
草
稿
・
新
題
和
歌
・
大

●

(74）

朱
ノ
分此

本
之
歌
ち
る
花
を
思
ひ
き
る
谷
水
の
谷
川
の

い
る
ｊ
、
の
よ
ひ
の
間
や
わ
れ
よ
り
も
不
見

【
備
考
】
巻
頭
に
十
三
首
記
し
た
貼
紙
あ
り

ｊ

Ａ
「
二
條
殿
」
Ｃ
「
二
條
殿
」
↓
唱
道
真
剖く

Ｃ
「
鎮
西
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

Ｊ

Ｄ
「
祐
範
」
↓
蝿
道
真
劃く

Ｅ
「
植
松
殿
」
…
未
詳
。
植
松
茂
岳
か
。
熱
田
文
庫
の
創
設
者
。
寛
政
六
年
”
～
明

治
九
年
脈
。

「
坂
上
大
宿
禰
康
敬
」
…
小
泉
保
敬
。
寛
政
十
年
伽
～
嘉
永
五
年
”
・
初
め
坂
上

ｌ

氏
。
初
め
保
敬
、
後
に
康
敬
。
国
学
者
。

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
。
言
匡
耳
、
ご
ｇ
ｇ
ｇ
扇
閉
）
（
九
一
一
・
二
／
Ｓ
三

七
） 老

て
猶
き
か
は
い
か
壁
と
い
に
し
へ
を
お
も
は
ぬ
た
に
も
荻
の
上
か
せ

よ
も
す
か
ら
ひ
か
ぬ
な
る
こ
の
お
と
き
け
は
月
を
ゆ
る
か
す
か
せ
の
う
き
な
は

よ
し
心
お
も
ひ
も
出
よ
捨
て
こ
し
身
の
か
へ
る
へ
き
廿
日
な
ら
ね
は

も
掻
色
の
も
木
々
に
ま
さ
れ
る
花
咲
て
烏
の
な
か
に
も
鴬
の
こ
ゑ

た
て
ぬ
き
に
雲
の
し
ら
い
と
引
の
へ
て
か
す
み
の
衣
か
せ
や
を
る
ら
ん

太
山
よ
り
木
々
の
梢
を
っ
た
ひ
き
て
一
声
に
な
る
庭
の
松
か
せ

も
ろ
こ
し
を
い
く
へ
か
風
の
へ
た
つ
ら
ん
う
し
の
と
き
ま
て
い
て
ぬ
月
か
と

お
と
堅
し
も
去
年
も
こ
と
し
も
さ
く
花
の
そ
の
日
ち
り
き
と
誰
か
知
ら
ん
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ｊ乃
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
「
言
匡
耳
、
ご
ｇ
ｏ
Ｏ
ｇ
３
綴
）
（
九
二
・
二
／
Ｓ
三

く 【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
一
’
六
１
－
１
－
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
六
三
九
／
写
一
冊
／
外
題
ナ

シ
／
内
題
「
菅
家
集
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
集
」
〔
尾
題
〕
／
菅
家
御
神
詠
七
千
首
中
秘

歌
百
首
・
菅
相
公
詠
歌
・
菅
相
御
詠
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

四
百
六
拾
六
首

Ｂ
（
末
尾
）

一
本
云
七
千
首
之
中
百
首
之
秘
計
有
之
諒
岬
岬
皿
慨
吐
計
郁
誼
首

０

，
１
ノ巧

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
『
言
Ｆ
言
団
ご
皇
○
０
８
３
筋
）
（
九
二
・
二
／
Ｓ
三

ｌ

七
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
一
’
六
’
一
’
二
’
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
六
三
九
／
写
一
冊
／
外

題
ナ
シ
／
内
題
「
菅
家
御
神
詠
七
千
首
中
秘
歌
百
首
」
〔
巻
首
題
〕
・
「
天
満
宮
戴
百

首
和
歌
全
」
〔
扉
題
〕
／
菅
家
集
・
菅
相
公
詠
歌
・
菅
相
御
詠
集
と
合

首
和
歌
〈

【
翻
刻
】

Ａ
（
末
尾
）

右
御
詠
歌
毎
日
一
偏
詠
人
常
恒
天
満
宮
令
守
護
現
世

安
穏
後
生
善
所
不
可
疑
御
神
詑
於
安
楽
寺
云
々

賢
々
々
可
信

延
徳
二
年
庚
戌
年
卯
月
廿
五
日

ｊ刀
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
（
『
言
匡
耳
①
ご
ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
扇
閉
）
（
九
一
一
・
二
／
Ｓ
三

く

七
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
一
’
六
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
六
三
九
／
写
一
冊
／
外
題
ナ

シ
／
内
題
「
菅
家
御
詠
集
」
／
菅
家
集
・
菅
家
御
神
詠
七
千
首
中
秘
歌
百
首
・
菅
相

公
詠
歌
と
合

【
翻
刻
】

七
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
一
’
六
１
－
１
二
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
六
三
九
／
写
一
冊
／

外
題
ナ
シ
／
内
題
「
菅
相
公
詠
歌
」
・
「
天
満
宮
戴
百
首
和
歌
」
〔
扉
題
〕
／
菅
家
集
・

菅
家
御
神
詠
七
千
首
中
秘
歌
百
首
・
菅
相
御
詠
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
百
首
末
尾
）

此
御
百
首
者
従
菅
原
之
御
家
北
野
之

聖
廟
江
納
給
ふ
を
写
し
侍
り
し

Ｂ
（
末
尾
）

右
天
満
宮
御
詠
者
多
年
懇
望
之
虚
不
計
而
幸
求

植
田
氏
秘
本
写
置
狼
不
可
他
見
者
也

明
和
八
歳
辛
卯
秋
八
月
廿
五
日
山
田
氏
正
賢
謹
書

【
備
考
】

Ｂ
「
植
田
氏
」
…
未
詳
。

「
山
田
氏
正
賢
」
…
未
詳
。
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Ａ
（
巻
末
）

春
九
十
五
首
夏
二
十
一
首
秋
八
十
七
首
冬
三
十
五
首

旅
四
十
五
首
恋
四
十
九
首
雑
三
十
七
首

凡
三
百
六
十
九
首

Ｂ
（
同
）

此
一
冊
當
春
従
京
都
到
来
之
旨
杉
若
何
求
方
よ
り
借
用
也

元
禄
十
六
年
未
五
月
写
之

Ｃ
（
同
）

同
年
九
月
朔
日
以
津
田
氏
蔵
本
写
之
敬
居

，
（
同
）

享
保
十
九
年
甲
寅
十
月
上
旬
懇
望
写
之
松
本
逸
平

Ｅ
（
同
）

天
明
七
年
十
一
月
貝
原
氏
天
満
宮
故
実
を
読
に
菅
公

和
歌
集
一
冊
と
云
々
見
ま
く
欲
す
る
に
翌
の
日
此
書
を

浅
草
辺
に
て
得
た
り
神
慮
の
し
か
ら
し
む
る
も
の
か
甚
奇

な
り
と
す
平
高
潔

Ｆ
（
同
）

お
な
し
と
し
の
し
は
す
な
か
は
友
人
平
高
潔
の
か
り
と
ふ
ら
ひ
け
る
に

こ
の
一
冊
を
手
に
ふ
れ
け
れ
は
こ
ひ
て
ふ
と
こ
ろ
に
な
し
け
る
に

と
し
も
か
へ
り
ぬ
天
明
八
年
戊
申
正
月
甲
子
朝
も
の

書
そ
む
る
と
て
ひ
と
し
く
此
ふ
み
寄
出
し
み
る
に
誰
人
の

集
め
置
け
る
と
も
し
ら
す
い
と
お
ほ
つ
か
な
く
わ
い
た
め

か
た
き
御
寄
な
と
も
あ
な
る
や
う
な
れ
と
こ
の

公
の
御
い
さ
ほ
し
あ
ふ
き
た
い
ま
つ
る
ま
に
ノ
ー
筆
に

ま
か
せ
て
う
つ
し
は
へ
り
ぬ

盤
僕
空
珂
源
義
亮
良
明
父

Ｇ
（
同
）

文
化
五
戊
辰
年
閏
六
月
廿
三
日
写
之
伴
直
方

Ｈ
（
Ｆ
の
上
）

○
万
按
貝
原
氏

満
宮
故
実
コ
ァ
ク

た
り
し
本
に
か
っ
て

圖
公
北
嵜
楽
そ

い
ふ
か
な
見
え
す

【
備
考
】

Ｂ
「
杉
若
何
求
方
」
…
杉
若
松
中
。
号
何
求
翁
、
松
響
堂
。
生
年
未
詳
～
宝
永
元
年

肌
。

７１

Ｃ
「
津
田
氏
」
…
未
詳
。

「
敬
居
」
…
未
詳
。

Ｄ
「
松
本
逸
平
」
…
未
詳
。

７

Ｅ
「
平
高
潔
」
…
小
野
高
潔
。
国
学
者
。
延
享
四
年
別
～
文
政
十
二
年
畑
。

１

１

Ｆ
「
盤
僕
空
珂
源
義
亮
良
明
父
」
…
空
阿
。
盤
渓
居
士
。
俗
姓
、
源
。
俗
名
、
義
亮
、

良
明
。
生
没
年
未
詳
。
江
戸
後
期
の
人
。

Ｊ

Ｇ
「
伴
直
方
」
↓
過
道
真
略く

113



ｊ氾
多
和
文
庫
（
四
・
一
○
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
一
’
七
○
’
八
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
一
○
四
○
七
／
写
一
冊
／
外

題
愚
”
卵
鱸
癖
歌
渠
全
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
寄
七
千
首
内
秘
寄
」
／
毘
沙
門

為
兼
歌
集
・
新
寄
仙
と
合

【
翻
刻
】
・

Ａ
（
天
神
御
秘
寄
末
尾
）

右
御
詠
謁
毎
日
一
偏
詠
人
常
恒

天
神
令
守
謹
現
世
安
穏
後
生
善

所
不
可
疑
御
神
託
安
楽
寺
秘

蔵
々
々
穴
賢
々
々
可
信
々
々
云
々

延
徳
弐
年
卯
月
廿
五
日
書
之

ｊ刃
多
和
文
庫
（
八
・
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
一
’
一
二
七
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
一
○
四
三
六
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
廟
集
菅
家
家
集
」
／
内
題
「
聖
廟
集
菅
家
々
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

已
上
四
百
六
十
有
五
首
乎

ｊ

Ｈ
「
貝
原
氏
」
↓
咽
道
真
例く

Ｂ
（
同
）

写
本

聖
廟
御
詠
歌
以
北
野
寶
成
院
明
順
自
筆
之
本

ｊ別
弘
前
市
立
図
書
館
（
Ｗ
九
一
一
・
一
三
’
’
三
）

く

霊
イ

か
ら
こ
ろ
も
を
ら
て
北
野
の
神
そ
と
は
年
ふ
る
夜
半
の
我
身
な
り
け
り

去
人
の
聖
廟
御
詠
歌
な
り
と
そ
の
給
ひ
し

今
弦
延
宝
四
丙
辰
如
月
下
五
日
應
如
水
公

求
今
禿
筆
之
了
談
山
勒
息
覚
純
躁
鯛

爾
時

享
保
甲
辰
歳
九
月
廿
日
菅
明
院
現
住
義
算
寄
附
之
於
与
喜

社
者
也
諸
願
成
就
皆
令
満
足
焉

此
聖
廟
集
當
院
無
之
故
令
小
弟
書
之
寄
附
之
者
也
当
院
不
出

住
寺
宗
纂
印

【
備
考
】

ｊ

Ｂ
「
北
野
寶
成
院
明
順
」
「
慈
金
」
↓
唱
道
真
賜く

「
鷹
如
水
公
」
…
未
詳
。

「
談
山
勒
息
」
…
未
詳
。

「
覚
純
躁
珊
」
…
未
詳
。

「
菅
明
院
現
住
義
算
」
…
未
詳
。
菅
明
院
は
與
喜
天
満
神
社
（
奈
良
初
瀬
）
の
神

宮
寺
。

「
住
寺
宗
纂
印
」
…
未
詳
。
藤
原
宗
算
か
。
生
没
年
未
詳
。
江
戸
中
期
の
人
。
神

職
。

書
写
之
長
享
三
年
巳
酉
正
月
初
四
日

右
筆
慈
金
五
十
六
歳

又
イ

袖
に
持
た
る
梅
に
て
も
し
れ
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【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
二
’
五
五
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
刊
一
冊
／
外
題
「
菅
原
贈
太

政
大
臣
歌
集
」
／
内
題
「
菅
原
贈
太
政
大
臣
歌
集
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
原
贈
太
政
大
臣

歌
集
」
〔
序
〕
・
「
菅
原
贈
太
政
大
臣
歌
集
」
〔
駁
〕
・
「
菅
原
贈
太
政
大
臣
歌
集
」
〔
柱
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
文
末
尾
）

文
化
十
二
年
乙
亥
秋
七
月

上
毛
河
井
櫻
謹
撰

Ｂ
（
賊
文
末
尾
）

文
化
十
二
年
七
月
廿
日
余
り
い
つ
か
の
日

正
木
千
幹
し
る
す

Ｃ
（
刊
記
）総

計
一
十
五
部

東
都
鑓
貞
治
編
纂

酎
林
飛
姪
誌
“
同
校

文
化
十
二
乙
亥
歳
次
七
月
新
刊
松
楓
閣
蔵
板

，
（
後
ろ
見
返
し
書
入
）

下
沢
保
躬求

之

【
備
考
】
序
賊
文
、
道
真
公
世
系
、
引
用
書
目
を
付
す
。

Ａ
「
河
井
綴
」
…
未
詳
。

Ｂ
「
正
木
千
幹
」
…
安
永
六
年
”
～
文
政
六
年
“
。
国
学
者
。

Ｃ
「
鱸
貞
治
」
…
未
詳
。
穂
積
貞
治
と
同
一
人
物
か
。

ｊ引
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
稼
堂
文
庫

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
四
’
一
二
二
’
一
○
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
北
野

神
詠
百
首
」
／
内
題
「
北
野
神
詠
百
首
和
歌
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

菅
贈
太
政
大
臣
道
真
公
之
神
詠
之

由
此
百
首
細
川
兵
部
大
輔
藤
孝
入

道
玄
旨
法
印
号
幽
斎
御
所
持
之
本

書
蝿
鱸
挙
秘
睦
祐
薙
澗
水
雅
楽
借
出
シ
不
違
一

字
書
写
之
畢
此
百
首
之
事
世
間

流
布
之
本
別
二
有
其
本
卜
此
本
ト
ハ

各
別
一
ラ
テ
此
本
正
本
タ
ル
ヘ
キ
也

幽
斎
老
人
雑
談
之
内
二
天
神
之
百
首

卜
云
物
不
慥
之
由
耳
底
記
二
見
タ
リ

此
百
首
之
事
歎
覚
束
ナ
シ
此
百
首

モ
時
代
寄
之
風
躰
新
ク
見
ユ
ル
モ

有
之
猶
識
者
之
考
ヲ
待
而
已

寄
の
し
ら
へ
は
そ
も
ｊ
、
後
に
て
ま
た

し
き
寄
も
ま
し
れ
り
菅
公
の
御
作
と

ｊ

「
清
水
濱
臣
」
↓
２
人
麻
呂
岨く

り
「
下
沢
保
躬
」
…
天
保
九
年
岬
～
明
治
二
十
九
年
”
。
国
学
者
。
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ｊ腿
園
部
町
教
育
委
員
会
小
出
文
庫
（
二
二
）

ｉ【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
七
’
一
五
’
七
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御
集

全
」
／
内
題
「
聖
廟
御
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

歌
数
百
七
十
六
首

【
備
考
】

Ａ
「
細
川
兵
部
大
輔
藤
孝
入
道
玄
旨
法
印
号
幽
斎
」
…
天
文
三
年
剛
～
慶
長
十
五
年

ｌ

岨
ｏ

６１↓
「
松
隠
」
…
未
詳
。

ｊ鯛
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
藤
本
文
庫
（
○
九
六
・
八
／
四
七
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
○
三
’
七
七
’
三
Ｉ
Ｄ
○
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
六
三
三
／
写
一
冊

／
外
題
「
天
満
宮
御
神
詠
」
／
内
題
「
天
満
宮
御
神
詠
集
覧
」
／
天
満
宮
御
神
詠
と

〈
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

点
を
加
へ
侍
り
ぬ
松
隠

は
さ
ら
に
お
も
は
れ
す
さ
れ
と
も
取
る
へ

き
う
た
の
な
き
に
も
あ
ら
す
口
叩

朱
を
加
へ
て
よ
し
と
囹
見
る
奇
に
は

ｊ別
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
藤
本
文
庫
（
○
九
六
・
八
／
四
七
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
○
三
’
七
七
’
三
Ｉ
Ｄ
○
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
六
三
三
／
写
一
冊

／
外
題
「
天
満
宮
御
神
詠
」
／
内
題
「
天
満
宮
御
神
詠
」
／
天
満
宮
御
神
詠
集
覧
と

△
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

高
橋
富
兄
謹
識

Ｂ
（
賊
文
）

右
十
二
首
撰
集
の
と
共
に
四
十
八
首
な
り
内
情
な
く
の
奇
の
外

四
十
七
首
東
宰
府
蔵
梓
に
載
践
に
云
く
こ
れ
ら
の
奇
と
も
を

お
き
て
世
に
こ
の
公
の
奇
と
と
な
ふ
る
も
の
大
か
た
は
後
の
人
の

つ
く
れ
る
も
の
な
り
ゆ
め
ｌ
、
ま
と
ふ
へ
か
ら
す
い
は
ゅ
る
よ
ひ
の

ま
や
云
々
な
と
の
こ
と
し
今
此
撰
集
の
う
ち
よ
り
と
り
ひ
ろ
へ
る

つ
い
て
に
い
さ
塾
か
此
よ
し
を
こ
と
わ
り
お
く
の
み
藤
原
顕
忠

謹
識
と
見
ゆ
け
に
此
寄
と
も
そ
正
し
き
か
中
の
正
し
き
な
り

け
る
さ
れ
と
こ
の
ほ
か
に
も
猶
真
詠
な
る
も
あ
る
へ
け
れ
は

み
な
か
ら
す
て
ん
は
神
の
お
も
ほ
し
め
さ
ん
ほ
と
も
い
と
か
し
こ
く

な
ん
さ
れ
は
此
神
の
御
寄
と
し
き
か
は
真
偽
を
不
論
も
敬

高
橋
富
兄
謹
識

【
備
考
】

Ａ
「
高
橋
富
兄
」
…
文
政
八
年
噸
～
大
正
三
年
州
。
国
学
者
、
歌
人
。

１

１
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ｊ鯛
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｆ
四
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
一
五
四
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「

詠
集
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
集
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
詠
集
」
〔
扉
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

本
云

天
神
究
南
無
實
道
権
現
《
梵
字
》
噸
麺
略
稗
酔
也

Ｂ
（
同
）

元
禄
六
酉
五
月
二
日
写
之
者
也
写
本
に
不
審
作
也

（
？
）
（
？
）

（
？
。
）

本
云
臨
写
之
主
而
以
正
本
可
校
合
者
也
高
秀
《
花
押
》

墨
付
廿
五
枚
歌
数
四
百
五
十
九
首
か

Ｃ
（
同
）

我
や
と
の
梢
の
夏
に
な
る
時
は
生
駒
の
山
の
み
へ
す
な
り
ぬ
る

あ
る
入
こ
の
御
詠
寄
を
み
て
や
大
和
の
菅
原
を
御
出
生
の
地
と

お
も
へ
り
さ
れ
と
も
菅
原
は
御
出
生
の
所
に
は
あ
ら
す

こ
ひ
し
さ
を
な
く
さ
め
か
ね
て
菅
原
や
伏
見
に
き
て
も
ね
ら
れ
さ
り
け
り

御
先
祖
の
御
出
所
な
れ
は
北
洛
よ
り
お
り
ノ
ー
な
ら
に
き
た
り

【
備
考
】

Ｊ

Ａ
Ｂ
「
高
橋
富
兄
」
↓
過
道
真
鯛ｌ

Ｂ
「
藤
原
顕
忠
」
．
：
仲
田
。
寛
政
十
一
年
剛
～
万
延
元
年
畑
。
歌
人
。

１

１

神
の
一
事
な
ら
ま
し
ゆ
め
ノ
ー
、
み
た
り
に
な
あ
け
っ
ら
ひ
そ

高
橋
富
兄
謹
識

「
菅
家
御

ｊ師
尊
経
閣
文
庫
（
Ｐ
三
七
○
）

く ｊ師
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｆ
四
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
一
五
四
’
六
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
刊
一
冊
／
外
題
「
菅
贈
太

政
大
臣
歌
集
」
／
内
題
「
菅
贈
太
政
大
臣
歌
集
」
〔
首
題
〕
・
「
東
宰
府
蔵
梓
／
菅
贈

太
政
大
臣
歌
集
」
〔
扉
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
賊
文
）

こ
れ
ら
の
奇
と
も
を
お
き
て
世
に
こ
の
公
の
歌
と

と
な
ふ
る
も
の
大
か
た
は
後
人
の
っ
く
れ
る
も
の
也

ゆ
め
ｊ
、
ま
と
ふ
へ
か
ら
す
い
は
ゆ
る
よ
ひ
の
ま
や
云
々

な
と
の
こ
と
し
今
撰
集
の
う
ち
よ
り
と
り
ひ
ろ
へ

る
つ
い
て
に
い
さ
畠
か
此
よ
し
を
こ
と
わ
り
お
く
の
み

藤
原
顕
忠
謹
識

Ｂ
（
巻
末
）

製
本
所
誠
格
堂

【
備
考
】

ｊ

Ａ
「
藤
原
顕
忠
」
↓
岨
道
真
桝く

た
ま
ふ
ゆ
へ
な
り

【
備
考
】

Ｂ
「
高
秀
」
…
未
詳
。
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ｊ肥
尊
経
閣
文
庫
（
Ｐ
三
七
○
）

く【
紙
焼
写
真
】
Ｃ
一
○
五
四
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
詠
草
」
／
内
題
「
天
神
御
詠

謁
」
／
天
神
御
詠
謡
と
合

【
紙
焼
写
真
】
Ｃ
一
○
五
四
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
詠
草
」
／
内
題
「
天
神
御
詠

謁
」
／
天
神
御
詠
謁
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
天
神
御
詠
調
末
尾
）

右
一
帖
瑠
璃
之
壺
と
云

【
翻
刻
】

Ｃ
（
同
）

右
尊
詠
二
巻
者
以
山
州
藤
森

Ａ
（
天
神
御
詠
調
末
尾
）

此
御
詠
寄
は
鎮
西
今
川
殿
よ
り
度
々
御
所
望
候
間

二
條
殿
よ
り
被
遣
秘
寄
也

Ｂ
（
巻
末
）

此
百
首
御
詠
去
年
従
或
方
令
借
用
書
写
之

然
処
此
一
本
一
覧
之
処
相
違
万
多
有
之
猶
求

證
本
両
本
之
不
同
可
決
是
非
者
也
芙

慶
長
十
二
年
河
季
冬
上
旬
天

祐
範
判

ｊ闘
尊
経
閣
文
庫
（
Ｐ
三
七
○
）

く【
紙
焼
写
真
】
Ｃ
一
○
五
五
○
／
写
一
冊
／
外
題
「
天
神
御
詠
歌
」
／
内
題
「
天
神
御

脈
歌
七
千
首
之
内
」
〔
首
題
〕
・
「
天
神
御
融
歌
七
十
首
之
内
／
抜
智
」
〔
一
扉
題
〕
・
「
天
神

御
詠
歌
」
〔
峡
外
〕
／
夢
窓
国
師
と
合
，

【
翻
刻
】

Ａ
（
見
返
し
）

中
ｊ
、
に
そ
れ
と
も
見
え
て
か
な
し
き
は

花
侍
山
の
峯
の
し
ら
雲

Ｂ
（
天
神
御
詠
歌
末
尾
）

以
上
五
十
三
首

Ｃ
（
巻
末
）

右
任
所
見
令
修
覆
者
也

社
司
宮
内
権
少
輔
春
長
邦
之

蔵
本
所
摸
謄
也

享
保
丁
酉
穀
雨
前
二
日

参
議
従
三
位
菅
原
綱
紀
謹
識

【
備
考
】

Ａ
「
鎮
西
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

う

「
二
條
殿
」
Ｂ
「
祐
範
」
↓
過
道
真
劃く

Ｃ
「
春
長
邦
之
」
…
未
詳
。
藤
森
社
は
山
城
国
深
草
の
藤
森
神
社
の
こ
と
か
。

「
菅
原
綱
紀
」
…
前
田
綱
紀
。
寛
永
二
十
年
蝿
～
享
保
九
年
剛
。

１

１
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【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
御
詠
末
尾
）

ｊ卯
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
二
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
八
四
十
人
集
二
』
所
収
（
一
九
九
八
年
、
思

文
閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
「
四
十
人

集
」
の
う
ち
。
御
詠
廿
五
首
・
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
備
考
】

Ｃ
「
経
慶
」
…
勧
修
寺
経
敬
か
。
正
保
元
年
伽
～
宝
永
六
年
畑
。
初
名
、
経
慶
。
宝

１

１

永
四
年
”
に
改
名
。
慶
安
元
年
“
十
二
月
～
貞
享
元
年
蝿
十
二
月
ま
で
権
大
納

一
一
二
口
○

Ｄ
「
菅
《
花
押
》
」
…
未
詳
。
高
辻
豊
長
か
。
本
姓
、
菅
原
。
一
字
名
、
長
。
寛
永

二
年
噸
～
元
禄
十
五
年
叩
。

１

１

経
慶

，
（
同
）

右
菅
相
公
御
詠
草
一
巻
者
以

勧
修
寺
亜
相
之
蔵
本
不
違
一
字

令
摺
写
之
者
也

延
寳
戊
年
秋
日
菅
《
花
押
》

此
御
詠
ハ
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正
菅
家
ノ

ー
流
秘
書
御
傳
受
之
御
作
不
審
條
々
被
尋
就
之
菅

ｊ躯
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
二
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
八
四
十
人
集
二
』
所
収
（
一
九
九
八
年
、
思

ｊ馴
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
二
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
八
四
十
人
集
二
』
所
収
（
一
九
九
八
年
、
思

荷

文
閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
内
題
「
御
詠
廿
五
日
」
／
「
四
十

人
集
」
の
う
ち
。
聖
廟
御
詠
・
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

今
河
殿
依
夢
想
掘
出
歌
也

Ｂ
（
御
詠
廿
五
首
末
尾
）

以
上

干
時
康
應
第
一
己
巳
暦
仲
冬
中
旬
五
天
書
蔦
之

【
備
考
】

Ａ
「
今
河
殿
」
↓
蝿
道
真
②

閲
鳳
イ

宰
相
間
家
本
勘
出
之
以
真
本
書
罵
之
詑
同
錐
及

撰
文
之
相
傳
所
望
依
難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不

イ

可
被
出
此
本
秘
々
而
已
求
之

イ
ニ
ナ
シ

康
應
元
年
七
月
廿
五
日
書
罵
之
魂
舞
弐
癖
叶
に
切
叶
探
緬
麺
罵
之

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
圃
道
真
①
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ｊ鯛
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
二
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
八
四
十
人
集
二
』
所
収
（
一
九
九
八
年
、
思

文
閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
内
題
一
！
聖
廟
御
詠
」
／
「
四
十
人

集
」
の
う
ち
。
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
と
合

う
ｊ
ｊ

【
翻
刻
】
合
集
さ
れ
た
歌
集
に
つ
い
て
は
週
菅
原
道
真
卯
～
蛇
“
参
照

く
く
く

イ
善
一
此
マ
テ
ナ
シ

文
閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
内
題
「
天
神
様
御
作
十
二
時
之

御
詠
」
／
「
四
十
人
集
」
の
う
ち
。
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
聖
廟
御
詠
な
ど
と

ム
ロ

【
翻
刻
】

Ａ
（
十
二
時
之
御
詠
末
尾
）

御
詠
一
冊
事
任
上
件
奥
書
之
旨
鎮
納
厘
底
錐
不

出
坊
室
依
難
去
所
望
子
細
神
慮
不
揮
悪
筆
奉

摸
罵
之
者
也
若
於
干
拝
見
之
瑚
者
々
深
銘
心
肝

千
時
長
禄
騨
年
仲
冬
下
旬
之
比
録
之
也

北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
在
判

為
禅
浄
坊
禅
杲
上
座
御
房
書
爲
之
雌
鋤

右
之
本
書
加
様
二
有

【
備
考
】

Ａ
「
北
野
隠
士
法
印
権
大
僧
都
禅
盛
」
「
禅
浄
坊
禅
杲
」
↓
唱
道
真
③

弥
可
奉
低
神
脳
之
者
也

ｊ叫
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
二
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
十
八
四
十
人
集
二
』
所
収
（
一
九
九
八
年
、
思

文
閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
」
／
「
四
十
人

集
」
の
う
ち
。
聖
廟
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
十
二
時
之
御
詠
・
聖
廟
御
詠
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ｊ
、
に
書
し
寄

梅
あ
ら
は
し
っ
か
伏
屋
の
門
ま
て
も
我
立
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

ｊ妬
国
文
学
研
究
資
料
館
（
サ
ニ
ー
’
二
）

く【
原
本
】
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
聖
廟
御
詠
集
」
〔
巻
首
題
〕
・
「
聖
廟
御
詠
集

他
」
〔
峡
外
〕
／
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
・
御
詠
廿
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
聖
廟
御
詠
集
末
尾
）

此
御
詠
者
應
安
八
年
二
月
廿
五
日
花
山
院
僧
正

泳
イ
（
朱
）

菅
家
之
一
流
秘
書
御
傳
受
之
時
御
作
不
審

収
之
（
朱
）

條
々
被
尋
就
固
錐
及
誓
文
○
（
朱
）
相
傳
所
望
依

難
去
出
之
貴
方
又
他
所
不
可
被
出
此
本
秘

而
已
求
之

康
應
元
年
七
月
廿
日
書
写
之

應
永
七
年
十
二
月
十
一
日
書
写
之
（
朱
）

文
安
三
年
八
月
七
日
書
嶌
之
（
朱
）
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ｊ
｜

卯
国
文
学
研
究
資
料
館
（
サ
ニ
ー
一
一
一
）

く【
原
本
】
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
御
詠
廿
五
首
」
〔
巻
首
題
〕
・
「
聖
廟
御
詠
集

ｊ卵
国
文
学
研
究
資
料
館
（
サ
ニ
ー
’
二
）

く【
原
本
】
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
十
二
時
之
御
詠
」
〔
巻
首
題
〕
・

集
他
」
〔
峡
外
〕
／
聖
廟
御
詠
集
・
御
詠
廿
五
首
・
御
詠
廿
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）右

御
詠
集
云

北
野
宮
仕
瑞
俊
錐
秘
深
以
所
望
渉
筆
於
六
条

茅
舎
干
時
延
宝
辛
酉
為
陣
月
下
旬

【
備
考
】

ｊ

Ａ
「
瑞
俊
」
↓
唱
道
真
開く

万
治
三
年
二
月
廿
五
日
書
蔦
之
（
朱
）

Ｂ
（
巻
末
）右

御
詠
集
云

北
野
宮
仕
瑞
俊
錐
秘
深
以
所
望
渉
筆
於
六
条

茅
舎
干
時
延
宝
辛
酉
為
陳
月
下
旬

【
備
考
】

Ａ
「
花
山
院
僧
正
」
↓
過
道
真
①

Ｂ
「
瑞
俊
」
…
未
詳
。

〔
巻
首
題
〕
・
「
聖
廟
御
詠

ｊ卵
国
文
学
研
究
資
料
館
（
サ
ニ
ー
一
二
）

く【
原
本
】
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
御
詠
廿
五
首
」
〔
巻
首
題
〕
・
「
聖
廟
御
詠

集
他
」
〔
峡
外
〕
／
聖
廟
御
詠
集
・
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
御
詠
廿
五
首
末
尾
）

明
應
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜
世
間
門
ノ
ー
に
書
し
奇

い
や
し
き
し
つ
か
ふ
せ
や
に
も
イ

梅
あ
ら
は
賎
か
ふ
せ
や
の
門
ま
て
も
我
た
ち
よ
ら
ん
あ
く
ま
し
り
そ
け

Ｂ
（
巻
末
）

右
御
詠
集
云

北
野
宮
仕
瑞
俊
錐
秘
深
以
所
望
渉
筆
於
六
条

他
」
〔
峡
外
〕
／
聖
廟
御
詠
集
・
十
二
時
之
御
詠
・
御
詠
廿
五
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
内
題
下
）

今
川
殿
依
夢
想
被
堀
秘
寄
也

Ｂ
（
巻
末
）右

御
詠
集
云

北
野
宮
仕
瑞
俊
錐
秘
深
以
所
望
渉
筆
於
六
条

茅
舎
干
時
延
宝
辛
酉
為
脈
月
下
旬

【
備
考
】

Ａ
「
今
川
殿
」
↓
過
道
真
②

ｊ

Ｂ
「
瑞
俊
」
↓
唱
道
真
開く
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〈
奥
書
・
刊
記
等
ナ
シ
〉

ｊ伽
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
Ｐ
九
二
’
五
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
一
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
百
首
御

ｊ叩
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
○
一
’
五
○
）

く ｊⅧ
内
閣
文
庫
（
二
○
一
’
三
五
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
二
六
’
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
○
○
○
／
写
一
冊
／
外
題

「
聖
廟
御
集
」
（
マ
イ
ク
ロ
不
鮮
明
、
調
査
カ
ー
ド
に
よ
る
）
／
内
題
「
聖
廟
御
集
」

ｊ的
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ナ
ニ
ー
四
八
九
）

く【
原
本
】
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
「
十
二
支
」
〔
巻
首
題
〕
・
「
十
二
支
」
〔
目
録
題
〕
・

「
西
湖
八
景
・
南
都
八
景
・
近
江
八
景
他
」
〔
峡
外
〕
／
西
湖
八
景
・
南
都
八
景
・
近

江
八
景
な
ど
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
「
子
」
題
下
）

茅
舎
干
時
延
宝
辛
酉
為
陳
月
下
旬

【
備
考
】

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
一
／
紙
唾

詠
歌
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
歌
百
首
」

ｊ

Ｂ
「
瑞
俊
」
↓
過
道
真
妬ｔ

（
「
子
」
略

天
神
御
詠

ｊ畑
宮
内
庁
書
陵
部
（
一
五
三
’
一
二
四
）

く

御

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
三
六
’
一
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
集
」

／
内
題
「
菅
家
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
御
集
」
〔
扉
題
〕

ｊ叩
宮
内
庁
書
陵
部
（
三
五
一
’
一
六
一
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
四
三
’
七
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家
御
集
」

／
内
題
「
菅
家
御
詠
集
」

ｊ叩
陽
明
文
庫

く ｊ価
福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
（
Ｍ
九
二
・
一
一
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
四
’
一
’
二
’
五
八
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
七
六
一
／
写
一
冊
／
外
題

「
集
書
下
」
／
内
題
「
天
神
十
二
時
御
詠
」
／
「
集
書
」
の
う
ち
／
十
二
月
異
名

な
ど
と
合

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
三
’
一
九
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
帖
／
外
題
「
菅
家
御
集
」

／
内
題
「
菅
家
御
詠
」

ｊ価
宮
内
庁
書
陵
部
（
二
六
六
’
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
二
１
－
１
七
七
／
紙
焼
写
真
Ａ
二
五
／
写
一
冊
／
外
題

「
待
需
抄
六
」
／
内
題
「
十
二
時
御
詠
菅
家
御
集
」
〔
首
題
〕
・
「
十
二
時
御
詠
」

〔
目
録
題
〕
／
「
待
需
抄
」
の
う
ち
／
竹
内
家
句
題
奇
な
ど
と
合
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ｊｍ
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫

く【
マ
イ
ク
ロ
】
１
－
１
六
六
’
二
’
一
二
／
紙
焼
写
真
Ｃ
一
二
二
七
七
／
写
一
冊
／
外

題
ナ
シ
／
内
題
「
十
二
支
和
歌
菅
家
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
十
二
支
和
歌
」
〔
目
録
題
〕

／
自
讃
寄
・
六
義
歌
な
ど
と
合

ｊ、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
鍋
島
文
庫
（
○
九
五
五
’
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
六
’
二
○
’
五
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
天
神
御
詠

歌
」
／
内
題
「
天
神
御
詠
寄
七
千
首
之
間
」
〔
首
題
〕
・
「
天
神
御
詠
歌
」
〔
峡
〕

ｊ畑
八
戸
市
立
図
書
館
（
南
一
五
’
三
八
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
九
六
’
一
六
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
師
傳
書
」
／

内
題
「
十
二
支
和
歌
菅
家
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
十
二
支
和
歌
」
〔
目
録
題
〕
／
自
讃

奇
序
井
和
歌
、
六
義
和
歌
な
ど
と
合

ｊ畑
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
五
四
’
九
三
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
六
一
’
六
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
一
七
八
／
写
一
冊
／
外
題

「
後
水
尾
院
御
製
和
寄
集
／
大
原
千
句
」
／
内
題
「
菅
相
丞
之
御
詠
百
首
」
／
後
水

尾
院
御
製
・
於
大
原
野
千
句
と
合

【
マ
イ
ク
ロ
】
五
五
’
四
五
’
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
六
四
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
菅
家

集
」
／
内
題
「
菅
家
御
詠
」
〔
首
題
〕
・
「
菅
家
集
」
〔
扉
題
〕

〈
奥
書
・
刊
記
等
ア
リ
〉

の
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
（
本
居
峡
一
○
九
’
九
七
九
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
四
’
五
八
’
九
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
二
三
／
写
一
冊
／
外
題
「
清

慎
公
元
良
親
王
千
里
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕
／
清
慎
公
集
・

元
良
集
と
合
，

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳
勅
日
古
今

歌
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
病
延

以
至
今
儒
門
餘
肇
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知

所
為
上
臣
纒
捜
古
今
句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠

十
首
總
百
廿
首
煉
恐
哀
本
描
謹
以
挙
豈
求
驍
目

只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
僅
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
千
里
集
末
尾
）

本
云

此
本
為
忠
卿
之
筆
分
明
也
亜
槐
藤
判

Ｃ
（
同
）

安
永
八
年
四
月
廿
四
日
校
合
了
元
始

，
（
同
）

側
大
江
千
里
［
書
目
側
・
大
成
１
１
羽
］
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②
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
（
Ｐ
九
一
一
／
三
一
）

錐
入
撰
集
不
見
家
集
寄

菅
万
古
今
春
上
六
帖
鴬

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
聲
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

古
今
夏
六
帖
橘

や
と
り
せ
し
は
な
た
ち
は
な
も
か
れ
な
く
に
な
と
郭
公
こ
ゑ
た
え
ぬ
ら
ん

古
今
秋
上
六
帖
の
月

月
見
れ
は
ち
Ｌ
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
れ
と

菅
万
下
古
今
秋
下
六
帖
菊

う
ゑ
し
と
き
花
ま
ち
と
ほ
に
有
し
菊
移
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
見
し

古
今
物
名

の
ち
ま
き
の
お
く
れ
て
生
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
か
な
ら
ぬ
た
の
み
と
そ
き
く

古
今
恋
二
ね
に
な
き
て
ひ
ち
に
し
か
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
と
は
狸
こ
た
へ

ん
／

同
哀
傷
も
み
ち
は
を
風
に
ま
か
せ
て
見
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
い
の
ち
な

り
け
り
／

【
備
考
】

Ｂ
「
為
忠
卿
」
…
御
子
左
（
二
条
）
。
延
慶
二
年
畑
頃
～
応
安
六
年
（
文
中
二
年
）

ｌ

犯
。
観
応
元
年
（
正
平
五
年
）
知
従
三
位
。

１

１

「
亜
槐
藤
判
」
…
未
詳
。

Ｃ
「
元
始
」
…
未
詳
。

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
二
’
一
五
’
六
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
家

集
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
前
丁
）

三
首
又
心
詞
姿
い
つ
れ
と
難
申
に
落
涙
か
な
し
く
て

Ｂ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
和
歌
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂

神
不
安
卦
重
洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
蘂

側
聴
言
詩
未
習
艶
誹
不
知
所
為
今
日
纒

捜
古
句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠
十
首
総

百
廿
首
棟
恐
震
攝
以
畢
進
豈
求
該
目
唯

欲
解
頤
千
里
誠
恐
慨
誠
謹
言

如
古
今
回
六
延
木
三
年
側
兵
郁
大
承
云
云
此
位
君
不
審

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｃ
（
巻
末
）

右
百
廿
首
大
江
千
里
之
倭
謡
也
自
寛
平

六
年
二
月
十
日
至
同
四
月
廿
五
日
之
詠

看
日
数
綴
間
詠
也
彼
人
一
世
之
詠
寄
雛

可
数
首
依
時
代
今
見
稀
也
此
後
謁
者
吾

随
書
見
書
加
之
今
世
錐
有
不
好
詞
等
古

風
艘
儒
門
之
詠
調
何
可
捨
乎
不
断
勘
可
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③
内
閣
文
庫
（
二
○
一
’
五
六
六
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
二
七
’
一
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
○
○
二
／
写
一
冊
／
外
題
「
江

千
里
詠
草
全
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳
勅

日
古
今
倭
謡
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不

安
跡
重
洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
蕊
側
聴
言

詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
臣
織
捜
古
句
構

亦

成
新
調
別
互
加
自
詠
十
首
総
百
廿
首
棟
恐

唯
欲

震
攝
謹
以
挙
進
豈
求
該
目
只
願
解
頤
千
里

誠
恐
催
誠
謹
言

文
保
二
年
六
月
四
日
参
議
藤
判

り
（
同
）

寶
暦
四
年
甲
戌
季
秋
時
雨
降
日
借
或
人

本
馳
禿
筆
畢

竹
里
館
主
人

【
備
考
】

１

Ｃ
「
参
議
藤
判
」
…
飛
鳥
井
雅
孝
。
弘
安
四
年
肥
～
文
和
二
年
（
正
平
八
年
）

１

，
「
竹
里
館
主
人
」
…
土
肥
経
平
↓
ｕ
遍
昭
（
良
岑
宗
貞
）
①
参
照

被
見
之
誠
温
故
而
知
新
之
謂
宜
哉

1353
0

釦
古
今
囲
六
建
永
三
年
側
典
部
大
承
云
々
此
位
懸
不
審

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
十
三
丁
オ
モ
テ
）

右
百
廿
首
大
江
千
里
之
倭
謡
也
自
寛
平

六
年
二
月
十
日
至
同
四
月
廿
五
日
之
詠

看
日
数
縄
間
詠
也
彼
人
一
世
之
詠
寄
錐

可
有
数
首
依
隔
時
代
今
見
稀
也
此
後
謡

者
吾
随
所
見
書
加
之
今
世
錐
有
不
好
之

詞
等
古
風
禮
儒
門
之
詠
調
何
可
捨
乎
不

断
勘
可
被
見
之
誠
温
故
而
知
新
之
謂
宜

哉
文
保
二
年
六
月
四
日
参
議
藤
判

Ｃ
（
十
三
丁
ウ
ラ
）

寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
み
や
の
う
た
合
の
寄

春

古
今
か
ｋ

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
こ
ゑ
な
く
は
は
る
く
る
こ
と
を
い
か
て
し
ら
ま
し

夏

い
く
ら
な
つ
な
き
か
へ
る
ら
ん
芦
引
の
山
ほ
と
Ｌ
き
す
こ
ひ
は
は
れ
す
て

秋

古
今
秋
上

う
へ
し
と
き
は
な
ま
ち
と
を
に
あ
り
し
き
く
移
ふ
あ
き
に
あ
は
ん
と
や
み
し

冬
べ

ひ
か
り
ま
っ
え
た
に
か
洩
れ
る
ゆ
き
を
こ
そ
冬
の
花
と
は
い
ふ
へ
か
り
け
れ
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恋

ほ
の
に
み
し
人
に
お
も
ひ
を
つ
け
そ
め
て
心
か
ら
こ
そ
し
た
に
こ
か
る
れ

古
今
夏や

と
り
せ
し
は
な
た
ち
は
な
も
か
れ
な
く
に
な
と
ほ
と
出
き
す
盤
た
え
に
け
ん

ち
ま
き
と
い
ふ
こ
と
を

同

古
今
と
和
名
た
れ
ト
モ

の
ち
ま
き
の
を
く
れ
て
お
ふ
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
は
な
ら
ぬ
た
の
み
と
そ
き
く

題
不
知

古
今
恋
二

ね
に
な
き
て
ひ
ち
に
し
か
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
と
は
Ｌ
こ
た
へ
む

古
今
恋
三

け
さ
は
し
も
お
き
い
て
ん
か
た
も
し
ら
さ
り
つ
お
も
ひ
出
る
そ
消
て
か
な
し
き

や
ま
ひ
に
わ
っ
ら
ひ
て
侍
け
る
比
こ
Ｌ
ち
の
た
の
も
し
け
な
く

お
ほ
え
け
れ
は
よ
み
て
人
の
も
と
へ
つ
か
は
し
け
る

古
今
真
偽

も
み
ち
は
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
い
の
ち
な
り
け
り

寛
平
の
御
時
う
た
た
て
ま
つ
り
け
る
っ
ゐ
て
に
た
て
ま
つ
り
け
る

古
今
錐
上
ろ

芦
た
つ
の
独
を
く
れ
て
な
く
聲
は
雲
の
う
へ
ま
て
き
こ
え
っ
か
な
ん

上

題
不
知

し
ら
ゆ
き
の
と
も
に
我
身
は
ふ
り
ぬ
れ
と
心
は
き
え
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る

後
構
枕
上

つ
ゆ
か
け
し
快
ほ
す
ま
も
な
き
も
の
を
な
と
秋
風
の
ま
た
き
ふ
く
ら
ん

世
中
の
心
に
か
な
は
ぬ
な
と
申
け
れ
は
ゆ
く
さ
き
た
の
も
し
き

身
に
て
か
洩
る
事
あ
る
ま
し
き
と
人
の
申
侍
け
れ
は

後
撹
雄
一

な
か
れ
て
の
よ
を
も
た
の
ま
す
水
上
の
あ
は
に
き
え
ぬ
る
う
き
身
と
思
へ
は

っ
み
な
か
り
し
か
と
も
人
の
事
に
つ
き
て
し
は
ら
く
篭
居
す

へ
き
よ
し
あ
り
し
こ
ろ
式
部
大
輔
の
も
と
へ
こ
ま
や
か
に

申
を
く
り
し
ふ
み
の
を
く
に

大
威
問
答
綱
後
拾
迎
雑
中
題
不
測
卜
人
返
シ
ナ
シ

み
や
こ
ま
て
波
立
く
と
も
き
か
な
く
に
し
は
し
た
に
な
と
身
の
し
つ
む
ら
ん

か
へ
し

千
古
朝
臣

同

し
っ
む
み
と
き
く
か
ら
袖
に
波
か
け
て
う
し
ろ
や
す
く
は
い
か
て
お
も
は
ん

美
材
朝
臣
の
も
と
に
て
山
月
照
と
い
へ
る
事
を

岡

断
古
二
人
通
不
知
ト
ア
リ

い
つ
く
に
か
こ
よ
ひ
の
月
の
く
も
る
へ
き
小
倉
の
山
も
名
を
や
か
ふ
ら
ん

松
樹
不
変
色

大
威
間
霄

は
な
を
め
て
も
み
ち
を
め
つ
る
猶
ｊ
、
も
つ
ね
な
る
松
は
猶
も
め
て
た
し

式
部
大
輔
の
庭
の
花
み
ん
と
て
こ
れ
も
か
れ
も
ま
か
り
て

木
の
も
と
に
立
よ
り
て
さ
け
な
と
た
う
へ
て
よ
み
侍
け
る

岡

さ
か
つ
き
の
か
け
さ
し
そ
へ
て
お
も
ふ
と
ち
花
に
ま
と
ゐ
の
あ
か
ぬ
へ
ら
な
り

難
波
に
と
ま
り
て
よ
み
侍
け
る

㈹

な
に
は
へ
や
お
き
つ
す
と
り
の
ね
ぬ
聲
も
旅
な
る
人
そ
哀
と
は
き
く

同

お
ほ
ふ
れ
は
か
け
て
と
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
の
た
ひ
な
る
人
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り

も
の
へ
ま
か
り
侍
け
る
に
は
Ｌ
の
例
な
ら
ぬ
と
き
弾
て
帰
る
と
て

岡

秋
の
日
は
や
ま
の
は
ち
か
し
く
れ
い
ま
に
は
私
に
み
え
な
ん
あ
ゆ
め
あ
か
こ
ま

薄
暮
烏
鵲
飛

脚

雲
ま
と
ひ
夕
の
あ
め
も
お
つ
る
江
に
か
ら
す
も
さ
き
も
し
ほ
れ
て
そ
ゆ
く

伊
豫
の
任
に
侍
け
る
時
よ
み
侍
け
る

同

う
み
山
の
め
っ
ら
か
な
る
に
む
か
ひ
て
も
都
に
み
は
と
お
も
ふ
心
あ
り

あ
し
た

六
帖

け
さ
は
し
も
お
き
け
ん
か
た
も
し
ら
さ
り
つ
お
も
ひ
出
る
そ
き
え
て
か
な
し
き

同

明
つ
よ
り
い
て
壁
や
き
つ
る
み
つ
し
ほ
の
ひ
る
ま
は
狸
か
り
も
み
ね
は
恋
し
き
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岡

す
み
の
江
の
は
ま
の
ま
さ
こ
は
か
き
り
な
く
き
み
か
世
々
へ
ん
数
に
と
る
へ
し

【
備
考
】

Ｂ
「
参
議
藤
判
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
②
Ｃ
参
照

大
帖

な
に
し
を
く
色
そ
め
か
へ
し
あ
め
ふ
ら
ん
花
も
て
は
や
す
き
み
も
こ
な
く
に

た
か
ん
な
を
人
の
も
と
に
た
て
ま
つ
る
と
て

古
今
風
髄
抄

秋
も
こ
は
花
に
も
み
は
や
さ
を
し
か
の
ふ
み
し
た
か
ん
な
を
し
き
夏
草

う
め

綱
六
帖折

人
の
て
に
も
袖
に
も
梅
か
Ｌ
は
か
き
り
な
く
こ
そ
し
み
わ
た
り
け
れ

同

立
よ
れ
は
に
ほ
ひ
を
袖
に
う
つ
す
こ
そ
花
も
さ
す
か
の
心
あ
る
な
る

い
ゑ
さ
〃
く
ら

同

む
か
ひ
ゐ
て
あ
か
す
そ
お
も
ふ
い
ゑ
さ
く
ら
く
る
と
あ
く
と
に
め
を
も
は
な
た

て
／

伊
豫
の
任
に
侍
け
る
と
き
人
の
ふ
な
て
し
侍
け
る
に

あ
ふ
き
に
そ
へ
て
つ
・
か
は
し
け
る
う
た

金
喬
蕃
聞

い
ま
は
と
て
こ
き
出
る
ふ
れ
の
さ
は
り
な
み
扇
の
か
せ
は
へ
に
も
か
け
な
ん

あ
つ
ま
に
ま
か
る
人
に
あ
ふ
み
を
や
る
と
て

同

あ
つ
ま
ち
に
へ
た
て
は
つ
と
も
む
さ
し
あ
ふ
み
ふ
み
た
か
ふ
な
と
思
ひ
て
そ
や

る
／

き
く

同

秋
を
畠
き
て
と
き
こ
そ
有
け
れ
き
く
の
花
移
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し

同

あ
ふ
こ
と
は
ゆ
め
か
星
合
の
あ
さ
か
せ
に
恋
し
き
波
の
よ
り
こ
し
ほ
と
に

い
は
ひ

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
（
一
五
○
’
二
一
○
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
三
○
一
’
二
’
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
永
縁

奈
良
房
歌
合
」
／
内
題
ナ
シ
／
永
縁
奈
良
房
歌
合
・
長
綱
百
首
と
合

仰
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
一
一
’
二
三
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
七
’
二
’
一
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千

里
集
付
匡
衡
集
」
／
内
題
ナ
シ
／
匡
衡
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
テ
言
ス
去
シ
ニ
月
十
日
参
議
某
ノ
朝
臣
傳
テ
勅
ヲ
曰
ク

ノ
チ

古
シ
今
マ
ノ
和
寄
多
ク
モ
少
ク
モ
献
ツ
レ
上
臣
奉
ハ
テ
命
ヲ
以
ヨ
リ
後
魂
‐
神
不
レ
安

遜
一
臥
痔
莚
二
以
至
恥
今
二
臣
ハ
儒
門
ノ
余
‐
肇
側
聴
言
‐
詩
ヲ
ハ
未
ス

ケ
ッ
ナ
リ
ホ
ノ
カ
ニ
キ
ケ
ト
モ

レ
習
艶
‐
辞
ヲ
ハ
不
し
知
所
匂
モ
為
ス
今
臣
僅
枝
テ
古
キ
句
ヲ
構
‐
成
ナ
セ
リ
新
調

コ
ト
ニ
ハ

シ
ン
カ
ク
ス
ア
ケ

別
今
加
タ
リ
自
ミ
詠
ヲ
古
今
ノ
物
ヲ
百
廿
首
棟
恐
震
悩
謹
以
畢

ヲ
ト
ロ
カ
ス

進
ツ
ル
豈
求
ャ
該
ヲ
目
ヲ
欲
解
咋
顎
ヲ
千
里
誠
恐
催
誠
謹
言

寛
平
九
年
四
月
廿
五
日

散
位
従
六
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
匡
衡
集
末
尾
）

一
校
了

Ｃ
「
式
部
大
輔
」
「
千
古
朝
臣
」
…
大
江
千
古
。
生
年
未
詳
～
延
長
二
年
恥
。

「
美
材
朝
臣
」
…
小
野
美
材
。
生
年
未
詳
～
延
喜
二
年
岬
。
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【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳
勅

日
古
今
和
調
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神

不
安
臥
重
洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
藻
側

聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
日
繼
捜

古
句
構
成
新
調
別
互
加
自
詠
十
首
惣
百

廿
首
棟
恐
震
擶
謹
以
畢
進
豈
求
該
目

只
顕
解
頤
千
里
誠
恐
催
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
三
一
丁
オ
モ
テ
）

右
百
廿
首
大
江
千
里
之
和
寄
也
自
寛
平
六
年

二
月
十
日
至
同
四
月
廿
五
日
之
詠
看
日
数
繼

間
詠
也
彼
人
一
世
之
詠
寄
錐
可
有
数
首
依
隔

時
代
今
見
稀
也
此
後
寄
者
吾
随
所
見
書
加

之
今
世
錐
有
不
好
之
詞
等
古
風
髄
儒
門
之
詠

寄
何
可
捨
乎
不
断
勘
可
被
見
之
誠
温
故
而

知
新
之
謂
宜
哉

文
保
二
年
六
月
四
日
参
議
藤
判

Ｃ
（
三
一
丁
ウ
ラ
）寛

平
の
御
時
き
さ
い
の
み
や
の
う
た
合
の
寄

春

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
こ
ゑ
な
く
は
は
る
く
る
こ
と
を
い
か
て
し
ら
ま
し

夏

い
く
ら
な
っ
な
き
か
へ
る
ら
ん
芦
引
の
山
郭
公
こ
ひ
は
は
れ
す
て

秋

う
へ
し
と
き
は
な
ま
ち
と
を
に
あ
り
し
き
く
移
ふ
あ
き
に
あ
は
ん
と
や
み
し

冬
べ

ひ
か
り
ま
っ
え
た
に
か
Ｌ
れ
る
ゆ
き
を
社
冬
の
は
な
と
は
い
ふ
へ
か
り
け
れ

恋

ほ
の
に
み
し
人
に
お
も
ひ
を
つ
け
初
て
心
か
ら
こ
そ
し
た
に
こ
か
る
れ

（
マ
マ
）

や
と
り
せ
し
は
な
た
ち
も
か
れ
な
く
に
な
と
ほ
と
狸
き
す
声
た
え
に
け
ん

た
か
ん
な
を
人
の
も
と
に
た
て
ま
つ
る
と
て

秋
も
こ
は
花
に
も
み
は
や
さ
を
し
か
の
ふ
み
し
た
か
ん
な
を
し
き
夏
草

⑩
う
め

折
人
の
て
に
も
袖
に
も
梅
か
畠
は
か
き
り
な
く
社
し
み
わ
た
り
け
れ

立
よ
れ
は
に
ほ
ひ
を
袖
に
う
つ
す
社
は
な
も
さ
す
か
の
心
あ
る
な
る

い
ゑ
さ
く
ら

む
か
ひ
ゐ
て
あ
か
す
そ
お
も
ふ
い
ゑ
さ
く
ら
く
る
と
あ
く
と
に
め
を
も
は
な
た
て

伊
豫
の
任
に
侍
け
る
と
き
人
の
ふ
な
て
し
侍
り
け
る
に

あ
ふ
き
に
そ
へ
て
つ
か
は
し
け
る
う
た

い
ま
は
と
て
こ
き
い
つ
る
ふ
れ
の
さ
は
り
な
み
扇
の
か
せ
は
へ
に
も
か
け
な
ん

あ
つ
ま
に
ま
か
る
人
に
あ
ふ
み
を
や
る
と
て

あ
つ
ま
ち
に
へ
た
て
は
つ
と
も
む
さ
し
あ
ふ
み
ふ
み
た
か
ふ
な
と
思
ひ
て
そ
や
る
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⑥
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
一
四
六
二

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
一
○
九
’
三
／
Ｃ
五
五
六
／
写
一
帖
／
外
題

／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
和
嵜
多
少
献
上
奉
命
以
後

魂
神
不
安
卦
重
洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘

蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為

今
臣
繼
捜
古
句
構
成
新
調
別
且
加
自

詠
十
首
惣
百
首
棟
恐
震
描
謹
以
畢

進
豈
求
驍
目
只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
擢
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

嚥
屋
殿
蜘
誌
奉
泪
伝
睡
睡
窪
杉
鐸
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

建
暦
元
年
正
月
日
定
家

【
備
考
】
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
文
学
篇

い
は
ひ

す
み
の
江
の
は
ま
の
ま
さ
こ
は
か
き
り
な
く
き
み
か
世
々
へ
ん
数
に
と
る
へ
し

【
備
考
】

Ｂ
「
参
議
藤
判
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
②
Ｃ
参
照

ム
函
一
五
二
）

「
大
江
千
里
集
」

第
七
巻
く
私
家

⑧
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
巳
八
’
○
七
○
三
二
）

【
マ
イ
ク
巳
三
二
’
二
九
○
’
二
／
Ｃ
七
○
八
○
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
集

全
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
扉
題
〕

⑦
水
府
明
徳
会
彰
考
館
（
巳
五
’
○
六
九
一
九
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
二
’
二
八
三
’
六
’
一
／
Ｃ
七
○
三
四
／
写
一
冊
／
外
題
「
千
里
集

聖
廟
御
集
是
則
集
／
公
忠
集
長
能
集
全
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」

〔
序
題
〕
／
聖
廟
御
集
・
是
則
集
・
公
忠
集
・
長
能
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣

傳
勅
日
古
今
和
歌
多
少
献
上
奉

命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今

臣
儒
門
餘
蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不

知
所
為
今
臣
縄
捜
古
句
構
成
新
調
別

且
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟
恐
震
掃
攝

奉

謹
以
畢
進
豈
求
該
目
只
欲
解
頤
千
里

誠
恐
權
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

集
１
〉
』
（
二
○
○
一
年
三
月
、
臨
川
書
店
）
に
影
印
ア
リ
。
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⑨
神
宮
文
庫
（
三
’
二
○
五
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
三
六
’
二
／
Ｃ
七

全
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
和
歌
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂

神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
蕊

側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
臣
繼

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣

傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献
上
奉
命

以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今

臣
儒
門
餘
華
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞

不
知
所
為
今
臣
繰
捜
古
句
構
成
新

謁
別
互
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟

恐
震
描
謹
以
奉
進
豈
求
該
目
只
顕

解
頤
千
里
誠
恐
誠
側
謹
言

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

巣

一
／
Ｃ
七
○
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
家
記

ｊ扣
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
今
井
似
閑
本
（
歌
／
申
／
二
三
三
）

く

捜
古
句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠
十
首
総

百
廿
首
棟
恐
震
描
以
畢
進
豈
求
骸
目
唯

欲
解
頤
千
里
誠
恐
榴
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

右
百
廿
首
大
江
千
里
之
倭
謁
也
自
寛
平

六
年
二
月
十
日
至
同
四
月
廿
五
日
之
詠
看
日

数
縄
間
詠
也
彼
人
一
世
之
詠
嵜
錐
可
数

首
依
時
代
今
見
稀
也
此
後
寄
者
吾
随

所
見
書
加
之
今
世
錐
有
不
好
詞
等
古

風
罷
儒
門
之
詠
謁
何
可
捨
乎
不
断
勘

可
被
見
之
誠
温
故
而
知
新
之
謂
宜
哉

文
保
二
年
六
月
四
日
参
議
藤
判

Ｃ
（
同
。
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拝

【
備
考
】

Ｂ
「
参
議
藤
判
」
↓
皿
大
江
千
里
②
Ｃ
参
照

Ｃ
「
村
井
古
巌
敬
義
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑥
Ｂ
参
照
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喰

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
九
’
二
一
’
八
’
一
／
Ｃ
二
○
四
八
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千

後
人
得
加
欺
弗
麺

里
集
／
瓊
玉
和
歌
集
蒜
蝿
親
王
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕
・
「
大
江
千
里
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
扉
裏
書
入
）

千
五
百
番
歌
合
夏
三
判
左
大
臣
後
京
極
摂
政
良
経
公
序
云

菅
家
萬
葉
集
ハ
以
レ
詩
讃
し
歌
大
江
千
里
ヵ
詠
ハ
以
レ
詩
ヲ
為
し
題
卜
蓋
和
漢
之
詞

同
類
相
求
ム
ル
ノ
之
故
ナ
リ
也
云
々

Ｂ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳

セ
ヨ
ト

タ
マ

勅
日
古
今
調
多
少
献
上
奉
レ
命
以
後
魂

シ
イ神

不
レ
安
跡
二
重
洞
一
延
以
テ
至
レ
今
儒
門
ノ
餘
蕊
側
ニ

ス
へ

聴
篁
一
号
ラ
詩
ヲ
未
吻
習
二
艶
辞
与
不
レ
知
二
所
セ
ン
為
一
今
臣
繼
二
捜
二

サ
レ
ハ

古
今
ノ
句
与
構
二
成
新
謁
与
別
二
且
加
二
自
詠
十
首
弓
惣
テ

百
廿
首
一
棟
恐
辰
描
謹
以
畢
豈
未
驍
目
只

回
乎

欲
解
頸
千
里
誠
恐
慢
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

後
撰
云
三
木
音
人
子

伊
与
守
五
位
延
喜
二
五
廿
九
卒

Ｃ
（
序
文
上
段
書
入
）

今
百
廿
五
首
在

，
（
千
里
集
末
尾
）

〔
扉
〕
／
瓊
玉
和
歌
集
と
合

家
の

こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
・
奇
合
に
よ
め
る

賑
の
月
月
み
れ
は
ち
配
に
物
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
れ
と
雨
秋

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
奇
合
の
う
た

齢
硴
っ
へ
し
時
花
ま
ち
と
を
に
あ
り
し
菊
う
つ
る
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し
雨
秋

六
朝
け
さ
は
し
も
お
き
け
ん
か
た
も
し
ら
さ
り
っ
思
出
る
そ
消
て
か
な
し
き
雨
恋

や
ま
ひ
に
わ
っ
ら
ひ
侍
け
る
秋
こ
壁
ち
の
た
の
も
し
け
な
く
お
ほ
へ

け
れ
は
よ
み
て
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

紅
葉
弾
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
そ
命
成
け
り
雨
哀
傷

し
ら
雪
の
と
も
に
我
身
は
ふ
り
ぬ
れ
と
心
は
き
え
ぬ
物
に
そ
あ
り
け
る
雨
誹
譜

わ
六

露
か
け
し
快
ほ
す
ま
も
な
き
物
を
な
と
秋
風
の
ま
た
き
吹
ら
ん
罐
涯
私
里

十
月
計
に
大
江
千
里
か
も
と
に
あ
は
ん
と
て
ま
か
り
た
り
け
れ
と
も
侍
ら
ぬ

程
な
れ
は
帰
り
ま
て
き
て
た
つ
れ
て
っ
か
は
し
け
る

藤
原
忠
房
朝
臣

ち
て
歎

六
も
み
ち
は
畠
お
し
き
錦
と
み
し
か
と
も
時
雨
と
き
も
に
ふ
り
て
こ
そ
こ
し
同

を
六

返
し

大
江
千
里

六
も
み
ち
葉
も
時
雨
も
つ
ら
し
ま
れ
に
き
て
か
へ
ら
ん
人
を
ふ
り
や
と
出
め
い
同

よ
の
中
の
心
に
か
な
は
ぬ
な
と
申
け
れ
は
ゆ
く
さ
き
た
の
も
し

き
身
に
て
か
洩
る
事
あ
る
ま
し
と
人
の
申
侍
け
れ
は

な
か
れ
て
の
よ
を
も
た
の
ま
す
水
の
上
の
あ
は
に
消
ぬ
る
う
き
身
と
思
へ
は
同

つ
け
ぜ
六
古
今
春
上

六
帖
鴬
鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
声
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し
大
江
千
里

え

講
師
や
と
り
せ
し
花
橘
も
か
れ
な
く
に
な
と
時
鳥
声
た
え
ぬ
ら
ん
雨
夏

き
な
か
さ
る
六
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ｊⅡ
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
（
九
二
・
一
三
八
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
一
’
一
七
一
’
二
’
一
／
Ｃ
七
六
七
八
／
写
一
冊
／
外
題
「
句
題
和

歌
／
朗
詠
百
首
」
／
内
題
「
句
題
和
歌
」
〔
序
題
〕
／
朗
詠
百
首
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳
勅
日
古
今
和

一
・
、癖

養
父
い
つ
く
に
か
今
宵
の
月
の
く
も
る
へ
き
お
く
ら
の
山
も
名
を
や
か
ふ
ら
ん

痢
砿
秘
里
／

ち
さ
と
さ
た
ふ
ん
と
こ
そ
六

六
秋
を
お
き
て
時
こ
そ
有
け
れ
菊
の
花
移
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
は

暮
秋
の
心
を
大
江
千
里

朗
詠
九
月
尽

山
さ
む
む
し
秋
も
く
れ
ぬ
と
つ
く
る
か
も
ま
き
の
葉
こ
と
に
お
け
る
朝
霜

風
稚
帷

Ｅ
（
瓊
玉
和
歌
集
末
尾
）

此
一
冊
者
以
禁
中
御
證
本
留
写
畢

慶
長
三
年
三
月
日
左
少
将
基
任

重
而
可
加
清
書
也

【
備
考
】

Ｄ
「
藤
原
忠
房
朝
臣
」
…
生
年
未
詳
～
延
長
六
年
蠅
。
延
喜
元
年
弛
従
五
位
下
。

「
さ
た
ふ
ん
」
…
平
定
文
。
生
年
未
詳
～
延
長
元
年
蝿
。

Ｅ
「
左
少
将
基
任
」
…
園
基
任
。
元
亀
四
年
細
～
慶
長
十
八
年
畑
。
天
正
十
七
年
”

１

１

１

～
慶
長
十
三
年
伽
ま
で
左
少
将
。

１

謡
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
卦
重
洞
延
以
至
今

聴

臣
儒
門
餘
蕊
側
・
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
臣
繼

捜
古
句
構
成
新
調
別
亦
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟
恐

解

震
描
謹
以
畢
進
豈
求
該
目
只
欲
・
頤
千
里
誠
恐
催
誠

謹
言寛

平
六
年
四
月
廿
五
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
句
題
和
歌
末
尾
・
十
四
丁
オ
モ
テ
）

右
百
廿
首
大
江
千
里
之
和
牙
也
自
寛
平
六
年
二
月

十
日
至
同
四
月
廿
五
日
之
詠
看
日
数
縄
間
詠
也
彼

人
一
世
之
詠
寄
錐
可
数
首
依
隔
時
代
今
見
稀
也

此
後
奇
者
吾
随
所
見
書
加
之
今
世
錐
有
不
好
之
詞

等
古
風
禮
儒
門
之
詠
嵜
何
可
捨
乎
不
断
勘
可
被
見

之
誠
温
故
而
知
新
之
謂
宜
哉

文
保
二
年
六
月
四
日
参
議
藤
判

Ｃ
（
同
。
十
四
丁
オ
モ
テ
）

寛
平
の
御
時
き
さ
い
の
み
や
の
う
た
合
の
寄
春

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
聲
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
い
か
て
し
ら
ま
し

夏

い
く
ら
な
つ
な
き
帰
る
ら
ん
足
引
の
山
ほ
と
弾
き
す
聲
は
は
れ
す
も

秋

う
へ
し
と
き
は
な
ま
ち
と
を
に
あ
り
し
き
く
移
ふ
あ
き
に
あ
は
ん
と
や
み
し

冬
『
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光
り
ま
つ
え
た
に
か
掻
れ
る
雪
を
社
冬
の
は
な
と
は
い
ふ
へ
か
り
け
れ

恋

ほ
の
に
み
し
人
に
思
ひ
を
つ
け
初
て
心
か
ら
こ
そ
し
た
に
こ
か
る
れ

や
と
り
せ
し
は
な
た
ち
も
か
れ
な
く
に
な
と
郭
公
聾
た
え
に
け
ん

ち
ま
き
と
い
へ
る
こ
と
を

の
ち
ま
き
の
を
く
れ
て
お
ふ
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
は
な
ら
ぬ
頼
み
と
そ
き
く

題
不
知

れ
に
鳴
て
ひ
ち
に
し
か
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
囚
は
駐
こ
た
へ
ん

や
ま
ひ
に
わ
っ
ら
ひ
て
侍
け
る
比
こ
出
ち
の
た
の
も
し
け
な
く

お
ほ
え
け
れ
は
よ
み
て
人
の
も
と
へ
っ
か
は
し
け
る

紅
葉
は
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
物
は
命
な
り
け
り

寛
平
の
御
時
う
た
出
て
ま
つ
り
け
る
っ
ゐ
て
に
た
て
ま
つ

り
け
る

あ
し
た
つ
の
独
を
く
れ
て
鳴
聾
は
雲
の
う
へ
ま
て
聞
え
っ
か
な
ん

題
不
知

し
ら
ゆ
き
の
と
も
に
我
み
は
ふ
り
ぬ
れ
と
心
は
き
え
ぬ
物
に
そ
有
け
る

っ
ゆ
か
け
し
快
を
ほ
す
ま
も
な
き
も
の
を
な
と
秋
風
の
ま
た
き
吹
ら
ん

世
中
の
心
に
か
な
は
ぬ
な
と
申
け
れ
は
ゆ
く
さ
き
た
の
も
し
き

身
に
て
か
嵐
る
事
あ
る
ま
し
き
と
人
の
申
侍
け
れ
は

な
か
れ
て
の
よ
を
も
た
の
ま
す
水
上
の
あ
は
に
き
へ
ぬ
る
う
き
み
と
思
へ
は

っ
み
な
か
り
し
か
と
も
人
の
事
に
つ
き
て
し
は
ら
く
籠
居

す
へ
き
よ
し
あ
り
し
こ
ろ
式
部
大
輔
の
も
と
へ
こ
ま
や
か

に
申
を
く
り
し
ふ
み
の
お
く
に

み
や
こ
さ
て
波
立
く
と
も
き
か
な
く
に
し
は
し
た
に
な
と
み
の
し
つ
む
ら
ん

か
へ
し

千
古
朝
臣

し
つ
む
か
と
間
か
ら
袖
に
波
か
け
て
う
し
ろ
や
す
く
は
い
か
て
思
は
ん

美
材
朝
臣
の
も
と
に
て
山
月
照
と
い
へ
る
事
を

い
つ
く
に
か
こ
よ
ひ
の
月
の
く
も
る
へ
き
を
く
ら
の
山
も
名
を
や
か
ふ
ら
ん

松
樹
不
変
色

は
な
を
め
て
紅
葉
め
つ
る
折
Ｊ
、
も
つ
ね
な
る
松
は
猶
も
め
て
た
し

式
部
大
輔
の
庭
の
は
な
み
ん
と
て
こ
れ
も
か
れ
も
ま
か
り
て
木
の

も
と
に
た
ち
よ
り
て
さ
け
な
と
た
う
へ
て
よ
み
侍
け
る

盃
の
か
け
さ
し
そ
へ
て
思
ふ
と
ち
は
な
に
ま
と
ゐ
の
あ
か
ぬ
へ
ら
也

難
波
に
と
ま
り
て
よ
み
侍
け
る

な
に
は
江
や
お
き
つ
す
と
り
の
ね
ぬ
こ
ゑ
も
旅
な
る
人
そ
哀
と
は
き
く

（
マ
マ
）

お
ほ
ふ
れ
は
か
け
て
と
ま
ま
り
の
た
ゆ
た
ひ
の
旅
な
る
人
は
ね
ら
れ
さ
り
け
り

も
の
へ
ま
か
り
侍
け
る
に
は
弾
の
例
な
ら
ぬ
と
き
畠
て
帰
る
と
て

秋
の
日
は
や
ま
の
は
ち
か
し
く
れ
い
ま
に
は
Ｌ
に
み
え
な
ん
あ
め
の
あ
か
こ
ま

落
暮
烏
鵲
花

空
ま
と
ひ
夕
の
面
も
お
つ
る
江
に
か
ら
す
も
鵲
も
し
ほ
れ
て
そ
行

伊
豫
の
任
に
侍
け
る
時
よ
み
侍
け
る

う
み
や
ま
の
め
つ
ら
か
な
る
に
む
か
ひ
て
も
み
や
こ
に
み
は
と
思
ふ
心
あ
り

あ
し
た

け
さ
は
し
も
お
き
け
ん
か
た
も
し
り
さ
り
っ
思
ひ
出
ん
そ
き
え
て
か
な
し
き
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立
よ
れ
は
に
ほ
ひ
を
袖
に
う
つ
す
社
花
も
さ
す
か
の
心
あ
る
な
る
な
れ

い
へ
さ
く
ら

む
か
ひ
ゐ
て
あ
か
す
そ
思
ふ
い
へ
桜
く
る
と
あ
く
と
に
め
を
も
は
な
た
て

伊
豫
の
任
に
侍
け
る
と
き
人
の
ふ
な
て
し
侍
り
け
る
に

あ
ふ
き
に
そ
へ
て
つ
か
は
し
け
る
う
た

い
ま
は
と
て
こ
き
出
る
舟
の
さ
は
り
な
み
扇
の
か
せ
は
へ
に
も
か
け
な
ん

あ
つ
ま
に
ま
か
る
人
に
あ
ふ
み
を
や
る
と
て

あ
つ
ま
ち
に
へ
た
て
は
つ
と
も
む
さ
し
あ
ふ
み
ふ
み
た
か
ふ
な
と
思
ひ
て
そ
や
る

い
は
ひ

す
み
の
江
の
は
ま
の
ま
さ
こ
は
か
き
り
な
く
君
か
世
々
へ
ん
数
に
と
る
へ
し

，
（
同
）

右
大
江
千
里
句
題
和
歌
以
一
本
校
合

Ｅ
（
朗
詠
百
首
末
尾
）

秋
を
出
き
て
花
社
あ
り
け
れ
き
く
の
花
移
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し

な
に
し
お
ふ
色
そ
め
か
へ
し
雨
ふ
ら
ん
花
も
て
は
や
す
君
も
こ
な
く
に

た
か
ん
な
を
人
の
も
と
に
た
て
ま
つ
る
と
て

秋
も
こ
は
花
に
も
み
は
や
さ
を
し
か
の
ふ
み
し
た
か
ん
な
お
し
き
夏
草

う
め

折
人
の
て
に
も
袖
に
も
梅
香
か
は
か
き
り
な
く
こ
そ
し
み
わ
た
り
け
れ

明
る
よ
り
い
て
畠
や
ま
つ
る
み
つ
し
ほ
の
ひ
る
ま
は
か
り
も
み
ね
は
恋
し
き

あ
ふ
こ
と
は
ゆ
め
か
星
合
の
朝
風
に
こ
ひ
し
き
波
の
よ
る
み
し
ほ
と
に

き
く

ｊ掴
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
森
文
庫
（
九
一
一
・
一
四
八
Ｏ
Ｅ
Ｃ
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
一
’
一
七
一
’
三
／
Ｃ
七
六
七
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
集
」

／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
調
多
少
献
上
奉
命

以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今

儒
門
餘
華
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞

不
知
所
為
今
臣
纒
捜
古
今
句
構
成

新
調
別
且
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首

棟
恐
辰
擶
謹
以
畢
進
豈
求
驍
目
只

欲
解
頤
千
里
誠
恐
僅
誠
謹
言

此
一
冊
ハ
千
萱
の
君
手
自
書
う
つ
し
給
へ
る
か
故
あ
り
て
不
用

に
な
り
た
る
を
償
を
さ
挫
け
て
買
も
と
め
た
る
也

安
政
二
年
正
月
井
阪
徳
辰
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｂ
「
参
議
藤
判
」
↓
皿
大
江
千
里
②
Ｃ
参
照

Ｃ
「
式
部
大
輔
」
「
千
古
朝
臣
」
↓
皿
大
江
千
里
③
Ｃ
参
照

Ｅ
「
千
萱
の
君
」
…
千
萱
義
利
（
文
化
六
年
岬
～
安
政
三
年
蝿
）
か
。

１

１

「
井
阪
徳
辰
《
花
押
》
」
…
文
化
八
年
別
～
明
治
十
四
年
肌
。

１

１
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ｊ旧
山
口
県
立
山
口
図
書
館
（
九
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
六
○
’
四
三
’
五
’
一
／
Ｃ
三
六
三
九
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里

後
人
書
人
歎
非
集

集
／
瓊
玉
和
歌
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕
・
「
大
江
千
里
集
／
瓊
玉
和

歌
集
毒
蝉
親
王
」
〔
扉
題
〕
／
瓊
玉
和
歌
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
テ
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳

ソ
コ
ハ
ク
ひ

々
ク
マ

勅
ヲ
曰
古
今
ノ
調
多
少
献
上
卜
奉
』
命
以
後
魂

シ
イ神

不
し
安
二
重
洞
一
延
以
テ
至
レ
今
儒
門
ノ
餘
側
二

【
備
考
】

Ｂ
「
為
忠
卿
」
「
亜
槐
藤
判
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
①
Ｂ
参
照

Ｃ
「
藤
原
永
弘
《
青
木
》
」
…
青
木
永
弘
。
明
暦
二
年
聯
～
享
保
九
年
”
・
神
道
家
。

霊
元
院
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
講
じ
る
な
ど
し
て
、
従
六
位
上
に
叙
さ
れ

ｚ
》
。

Ｃ
（
同
） 寛

平
六
年
四
月
廿
七
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

本
云

此
本
為
忠
卿
之
筆
分
明
也

亜
槐
藤
判

亨
一

従
六
位
上
藤
原
永
弘
《
青
木
》

聴
竺
一
昆
詩
与
未
鐵
日
二
艶
辞
与
不
レ
知
二
所
為
一
今
臣
縄
二
捜
二

古
今
ノ
句
与
構
二
成
新
謁
与
別
二
且
加
二
自
詠
十
首
弓
惣
テ

今
百
二
十
五
首
在
百
廿
首
一
棟
恐
哀
描
謹
以
畢
豈
未
驍
目

只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
慢
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日

Ｂ
（
千
里
集
末
尾
）

六
帖
春
菅
万
古
今
春
上
大
江
千
里
つ
け
議

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
こ
ゑ
な
く
は
は
る
来
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

六
帖
橘
同
夏
同きなか
さ
る
六

や
と
り
せ
し
花
橘
も
か
れ
な
く
に
な
と
ほ
と
畠
き
す
こ
ゑ
た
え
ぬ
ら
ん

六
秋
の
月
同
秋
こ
れ
さ
た
の
み
こ
の
家
の
野
合
に
よ
め
り
同

月
み
れ
は
千
々
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
か
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
有
ね
と

六
菊
菅
万
同
秋
寛
平
の
御
と
き
き
さ
い
の
宮
の
奇
合
の
寄
同

う
へ
し
と
き
花
ま
ち
と
を
に
有
し
菊
う
つ
る
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し

同
物
名
同

の
ち
ま
き
の
を
く
れ
て
お
ふ
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
は
な
ら
ぬ
た
の
み
と
そ
聞

同
恋
同

ね
に
な
き
て
ひ
ち
に
し
か
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
と
は
私
こ
た
へ
ん

六
朝
同
恋
同

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

離
奉
程
五
位
三
木
音
人
子

一
一

延
喜
・
五
年
廿
九
卒
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今
朝
は
し
も
起
け
ん
方
は
知
さ
り
っ
思
ひ
出
る
そ
き
え
て
か
な
し
き

や
ま
ひ
に
わ
っ
ら
ひ
は
へ
り
け
る
秋
こ
Ｌ
ち
の
た
の
も
し
け
な
く
覚
え

け
れ
は
よ
み
て
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
同

同
哀
傷

紅
葉
民
を
風
に
ま
か
せ
て
み
ゅ
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
い
の
ち
な
り
け
り

同
誹
譜
同

白
雪
の
共
に
我
身
は
ふ
り
ぬ
れ
と
心
は
き
え
ぬ
も
の
に
そ
あ
り
け
る

六
後
撰
同

わ
六

露
か
け
し
快
ほ
す
間
も
な
き
も
の
を
な
と
秋
風
の
早
速
ふ
く
ら
ん

十
月
計
に
大
江
の
千
里
か
も
と
に
あ
は
ん
と
て
ま
か
り
た
り

っ
か
は
し
け
る
藤
原
忠
房
朝
臣

六
帖丹

葉
は
を
し
き
錦
と
み
し
か
と
も
時
雨
と
出
も
に
ふ
り
て
こ
そ
こ
し

六
帖
返
し
大
江
千
里

丹
葉
も
時
雨
も
つ
ら
し
ま
れ
に
き
て
か
へ
ら
ん
人
を
ふ
り
や
と
槌
め
ん

よ
の
中
の
心
に
か
な
は
ぬ
な
と
申
け
れ
は
ゆ
く
さ
き
た
の
も
し

同
き
身
に
て
か
畠
る
こ
と
有
ま
し
と
人
の
申
は
へ
り
け
れ
は

な
か
れ
て
の
よ
を
も
頼
す
水
の
う
へ
の
淡
に
き
え
ぬ
る
う
き
み
と
思
へ
は

新
古
秋
上
深
養
父
ち
さ
と
さ
た
ふ
ん
と
こ
そ
六
大
江
千
里

い
っ
く
に
か
今
夜
の
月
の
く
も
る
へ
き
お
く
ら
の
山
も
名
を
や
か
ふ
ら
ん

六
古
今
秋
貞
文

け
れ
と
も
侍
ら
ぬ
ほ
と
な
れ
は
帰
り
ま
て
き
て
た
つ
れ
て

っ
か
は
し
け
る
藤
原

ｊ側
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
六
’
八
三
九
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
五
四
’
三
／
Ｃ
九
一
二
六
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
集
」

／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕
・
「
大
江
千
里
集
」
〔
扉
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳
勅
日
古
今

歌
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延

以
至
今
儒
門
餘
蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知

所
爲
上
臣
纒
捜
古
今
句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠

本

十
首
總
百
廿
首
棟
恐
展
描
謹
以
畢
豈
求
驍
目

只
欲
解
願
千
里
誠
恐
慢
誠
謹
言

秋
を
お
き
て
時
こ
そ
有
け
れ
菊
の
花
移
ろ
ふ
か
ら
に
色
の
ま
さ
れ
は

朗
詠
九
月
尽
暮
秋
の
心
を
大
江
千
里

山
寒
し
秋
も
く
れ
ぬ
と
つ
く
る
か
も
ま
き
の
葉
こ
と
に
お
け
る
朝
し
も

風
雅
雑

，
（
瓊
玉
和
歌
集
末
尾
）

此
一
冊
者
以
禁
中
御
證
本
留
写
畢

慶
長
三
年
三
月
日
左
少
将
基
任

重
而
可
加
清
書
也

【
備
考
】

Ｊ

Ｃ
「
藤
原
忠
房
朝
臣
」
Ｄ
「
左
少
将
基
任
」
↓
ｕ
大
江
千
里
皿
Ｄ
参
照

く

136



ｊ帽
今
治
市
河
野
美
術
館
（
三
四
七
’
八
五
四
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
七
三
’
三
六
三
’
六
／
Ｃ
九
一
八
八
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
集
」

／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
扉
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
表
紙
右
）

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

本
云

此
本
為
忠
卿
之
筆
分
明
也
亜
槐
藤
判

Ｃ
（
同
）

安
永
八
年
四
月
廿
四
日
校
合
了

，
（
同
）

錐
入
撰
集
不
見
家
集
寄

菅
万
古
今
辱
上
六
帖
茸

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
聾
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

古
今
又
六
帖
橘

や
と
り
せ
し
は
な
た
ち
は
な
も
か
れ
な
く
に
な
と
郭
公
聾
た
え
ぬ
ら
ん

古
今
秋
上
六
帖
の
〃

月
み
れ
は
ち
Ｌ
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
れ
と

菅
万
下
古
今
秋
下
六
帖
菊

う
ゑ
し
と
き
花
ま
ち
と
ほ
に
有
し
菊
移
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し

古
今
物
名

の
ち
ま
き
の
お
く
れ
て
生
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
は
な
ら
ぬ
た
の
み
と
そ
き
く

古
今
恋
二

ね
に
な
き
て
ひ
ち
に
し
こ
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
壁
は
鷺
こ
た
へ
ん

同
哀
傷

も
み
ち
は
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
命
な
り
け
り

【
備
考
】

Ｂ
「
為
忠
卿
」
「
亜
槐
藤
判
」
↓
必
大
江
千
里
①
Ｂ
参
照

ｊ帽
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
（
河
オ
ー
三
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
八
九
’
三
四
’
七
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
江
千
里
奉
進

花
百
五
十
一
全
一

Ｂ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
和
調
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂

神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今
儒
門
餘

蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
臣

縄
捜
古
句
構
成
新
調
別
互
加
自
詠

十
首
惣
百
廿
首
棟
恐
震
描
謹
以
塞
進

豈
求
蝶
目
只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
榴

誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

本
云
馳
鑑
糖
哩
郵
誕
雌
睦
群
輌
審
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｃ
（
巻
末
）

此
一
冊
寂
蓮
法
師
以
自
筆
本

令
書
蔦
再
三
加
校
合
畢

，
（
同
）

一
覧
令
團
校
了
葛

【
備
考
】

Ｄ
「
葛
」
…
未
詳
。
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ｊ〃
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
鍋
島
文
庫
（
○
九
五
四
’
二
）

く
集
全
」
／
内
題
「
大
江
千
里
奉
進
歌
集
」
〔
首
題
〕
・
「
大
江
千
里
奉
進
謁
集
」
〔
序

題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

進
調
章
表

臣
千
里
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
奉
宣

勅
命
令
臣
古
今
和
調
多
少
献
上
和
歌
数
章
奉
命
已
後

神
魂
不
安
忽
臥
重
洞
延
以
至
今
日
多
罪
多
罪
臣
儒
門
餘

蘂
嘗
学
言
詩
未
習
艶
辞
恩
命
忽
降
不
知
所
為
綴
捜
古

句
構
成
新
調
別
加
詠
懐
十
首
惣
得
百
二
十
首
棟
恐
震

催
謹
以
奉
進
豈
求
悦
目
只
供
解
頤
臣
千
里
誠
恐
僅
誠
恐

頓
首
謹
言

寛
平
六
年
四
月
二
十
五
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
序
上
段
書
入
）

益
根
按
古
今
和
／
歌
多
少
六
字
／
術

Ｃ
（
同
）

（
？
．
）

益
根
按
作
者
／
部
類
日
従
五
／
位
下
兵
部
大
／
丞
上
疑
下
誤
／
或
惣
五
六
誤

【
備
考
】

Ｂ
Ｃ
「
益
根
」
・
》
・
河
村
益
根
。
宝
暦
六
年
耐
～
文
政
二
年
肥
。
国
学
者
、
儒
者
。

１

１

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
六
’
一
八
’
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里

集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
．

朝
臣
傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献

上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重

洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
蕊
側

聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為

今
臣
繼
捜
古
句
構
成
新
譜
別

且
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟
恐

震
描
謹
以
畢
進
豈
求
驍
目
只

欲
解
頤
千
里
誠
恐
偲
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

本
云
哩
鏥
衿
塑
聡
雌
睦
辮
痢
審
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
巻
末
）

右
者
以
寂
蓮
法
師
自
筆
本

寛
文
七
年
十
二
月
下
涜
不
違

字
形
透
罵
之
畢

五
品
藤
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｂ
「
五
品
藤
《
花
押
》
」
：
．
未
詳
。
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ｊ旧
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
鍋
島
文
庫
（
○
九
五
四
’
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
六
’
一
八
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里

集
上
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議

朝
臣
傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献

上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重

洞
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
藍
側

聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為

今
臣
繊
捜
古
句
構
成
新
調
別

且
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
煉
恐

震
描
謹
以
畢
進
豈
求
驍
目
只

欲
解
頤
千
里
誠
恐
催
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

本
一
愈
鏥
衿
顕
誕
妹
嵯
峰
諏
不
審
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

以
寂
蓮
法
師
自
筆
本

寛
文
八
年
初
春
念
六

不
違
字
形
透
罵
之
畢

楽
山

ｊ旧
多
和
文
庫
（
五
・
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
一
’
八
二
’
六
／
Ｃ
一
○
四
二
三
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里

句
題
倭
歌
」
／
内
題
「
句
題
和
歌
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣
傳
勅

日
古
今
和
調
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不

安
臥
重
病
延
以
至
今
臣
儒
門
餘
華
側
聴
言

詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
今
臣
繼
捜
古
句
構

成
新
調
別
点
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟
恐

震
擶
謹
以
挙
進
豈
求
該
目
只
欲
解
頤
千
里

誠
恐
慨
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里

Ｂ
（
序
文
上
段
書
入
）

点
字
典
楊
慎
日
／
魚
即
古
亦
字

描
玉
篇
盈
手
也
／
字
彙
持
挽
捉
握
／
也

Ｃ
（
巻
末
）

大
江
千
里
句
題
倭
謡
以
群
書
類
従
巻
百

【
備
考
】

Ｂ
「
楽
山
」
…
鍋
島
直
能
。
元
和
八
年
噸
～
元
禄
二
年
”
・
肥
前
小
城
藩
藩
主
。

１

１
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ｊ加
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
稼
堂
文
庫
（
○
九
一
・
八
’
三
二
七
）

ｌ【
マ
イ
ク
ロ
】
二
七
四
’
一
二
二
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千

里
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳

勅
日
古
今
調
多
少
献
上
奉
命

以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今

儒
門
餘
華
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞

イ
ー
マ

不
知
所
爲
今
臣
織
捜
古
今
句
構
成

新
調
別
且
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首

棟
恐
辰
描
謹
以
畢
豈
求
驍
目
只

欲
解
頤
千
里
誠
恐
僅
誠
謹
言

七
十
九
抄
之
然
原
本
巻
末
附
文
保
二
年

参
議
藤
原
卿
之
追
書
及
千
里
詠
歌
諸
集

所
載
若
干
而
今
略
焉

文
政
二
季
初
穐

源
正
宣
識

【
備
考
】

Ｃ
「
参
議
藤
原
卿
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
②
Ｃ
参
照

「
源
正
宣
」
…
山
川
正
宣
。
寛
政
二
年
”
～
文
久
三
年
咄
。
国
学
者
。

１

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｐ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐

ｊ別
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｃ
二
二
／
－
１
｜
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
一
○
一
’
四
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千

里
集
／
御
堂
関
白
集
／
平
忠
盛
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕
・
「
大
江
千

里
集
御
堂
関
白
集
／
源
賢
集
平
忠
盛
集
」
〔
扉
題
〕
／
御
堂
関
白
集
・
忠
盛

上
ヒ
ヒ

集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
表
紙
右
下
）

岸
本
由
豆
伎
校
本

Ｂ
（
扉
題
右
傍
）

群
書
類
従
第
百
七
十
九
大
江
千
里
句
題
和
歌
ト
ァ
リ

Ｃ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳
勅
日
古
今
歌
多
少

献
上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今
儒
門

（
今
力
）

餘
華
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知
所
為
■
臣
織
捜
古
今

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日

散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

本
垂

此
本
為
忠
卿
之
筆
分
明
也

亜
槐
藤
判

【
備
考
】

Ｂ
「
為
忠
卿
」
「
亜
槐
藤
判
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
①
Ｂ
参
照
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ｊ型
島
原
図
書
館
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
（
一
三
五
ｌ
｜
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
五
八
’
一
三
七
’
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千

里
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
朝
臣

傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献
上
奉

命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延
以
至
今

臣
儒
門
餘
肇
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不

知
所
為
今
臣
繼
捜
古
句
構
成
新
調
別

亦忽
加
自
詠
十
首
惣
百
廿
首
棟
恐
震
描

上謹
以
挙
進
豈
求
骸
目
唯
欲
解
顕
千
里

本
云此

本
為
忠
郷
之
筆
分
明
也
亜
槐
藤
判

【
備
考
】

１

１

Ａ
「
岸
本
由
豆
伎
」
…
朝
田
由
豆
伎
と
も
。
文
政
四
年
脇
～
嘉
永
四
年
開
。

ｌ

ｌ

Ｄ
「
為
忠
郷
」
…
為
忠
卿
の
誤
り
か
。
↓
ｕ
大
江
千
里
①
Ｂ
参
照

「
亜
槐
藤
判
」
↓
ｕ
大
江
千
里
①
Ｂ
参
照

Ｄ
（
千
里
集
末
尾
）

句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠
十
首
總
百
廿
首
棟
恐
哀
描

謹
以
挙
豈
求
驍
目
只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
僅
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

ｊ羽
龍
谷
大
学
図
書
館
（
○
二
二
－
五
九
一
’
四
○
／
四
○
）

く【
影
印
】
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
肥
四
十
人
集
三
』
（
一
九
九
八
年
三
月
、
思
文

閣
出
版
）
／
写
一
冊
／
外
題
「
大
江
千
里
集
」
／
内
題
「
大
江
千
里
集
」
〔
序
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
参
議
朝
臣
傳
勅
日
古
今

歌
多
少
献
上
奉
命
以
後
魂
神
不
安
臥
重
洞
延

以
至
今
儒
門
餘
蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辮
不
知

所
為
臣
繼
捜
古
今
句
構
成
新
調
別
且
加
自
詠

本

十
首
總
百
廿
首
棟
恐
辰
摘
謹
以
挙
豈
求
驍
目
。

奉
欺
■

只
欲
解
頤
千
里
誠
恐
僅
誠
謹
言
。

寛
平
六
年
四
月
廿
七
日
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上

Ｂ
（
巻
末
）

本
云
此
本
為
忠
卿
之
筆
分
明
也
亜
槐
藤
判

Ｃ
（
同
）

安
永
八
年
四
月
廿
四
日
校
合
了
元
始

，
（
同
）

雛
入
撰
集
不
見
家
集
寄

誠
恐
催
誠
謹
言

寛
平
六
年
四
月
廿
五
日

麺
鏥
衿
型
識
雌
睦
窪
榊
重
散
位
従
五
位
上
大
江
朝
臣
千
里
上
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ｊ別
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
六
巻
資
経
本
私
家
集
二
』
（
二
○
○

一
年
六
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
、
千
里
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
外
題
下
）

十
二
枚
○

Ｂ
（
序
）

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
某
朝
臣

菅
万
古
今
存
上
六
帖
町

鴬
の
谷
よ
り
い
つ
る
馨
な
く
は
春
く
る
こ
と
を
た
れ
か
し
ら
ま
し

古
今
且
六
帖
橘

や
と
り
せ
し
は
な
た
ち
は
な
も
か
れ
な
く
に
な
と
郭
公
聾
た
え
ぬ
ら
ん

古
今
秋
上
六
帖
の
胤

月
み
れ
は
ち
狸
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
我
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
れ
と

衝
万
下
古
今
秋
下
六
帖
菊

う
ゑ
し
と
き
花
ま
ち
と
ほ
に
有
し
菊
移
ふ
秋
に
あ
は
ん
と
や
み
し

古
今
物
名

の
ち
ま
き
の
お
く
れ
て
生
る
な
へ
な
れ
と
あ
た
に
は
な
ら
ぬ
た
の
み
と
そ
き
く

古
今
恋
二

ね
に
な
き
て
ひ
ち
に
し
こ
と
も
春
雨
に
ぬ
れ
に
し
袖
と
堅
は
畠
こ
た
へ
ん

同
哀
倒

も
み
ち
は
を
風
に
ま
か
せ
て
み
る
よ
り
も
は
か
な
き
も
の
は
命
な
り
け
り

【
備
考
】

Ｂ
「
為
忠
卿
」
「
亜
槐
藤
判
」
Ｃ
「
元
始
」
↓
Ｍ
大
江
千
里
①
Ｂ
Ｃ
参
照

傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献
上
臣
奉

命
以
後
魂
神
不
安
遂
臥
莚
以
至
今
臣

儒
門
餘
蕊
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知

所
為
今
臣
僅
扱
古
句
構
成
新
奇
別
今
加

うあ
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
十
三
巻
擬
定
家
本
私
家
集
』
（
二
○
○
五

年
十
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
大
江
千
里
集
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
表
紙
中
央
）

・
一
見
了

Ｂ
（
序
）
‐

臣
千
里
謹
言
去
二
月
十
日
参
議
某
朝
臣

傳
勅
日
古
今
和
調
多
少
献
上
臣
奉

莚

命
以
後
魂
神
不
安
遂
臥
・
以
至
今
臣

儒
門
餘
肇
側
聴
言
詩
未
習
艶
辞
不
知

所
為
今
臣
僅
扱
古
句
構
成
新
奇
別
今

加
自
詠
古
今
物
百
廿
首
棟
恐
震
擶
謹
以

畢
進
豈
求
驍
目
欲
解
頤
千
里
誠
恐
擢
誠
謹
言

寛
平
九
年
四
月
廿
五
日

自
詠
古
今
物
百
廿
首
棟
恐
震
描
謹
以

挙
進
豈
求
驍
目
欲
解
頤
千
里
誠
恐
慨
誠
謹
言

寛
平
九
年
四
月
廿
五
日

【
備
考
】
残
欠
本
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〈
奥
書
・
刊
記
等
ア
リ
〉

の
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
○
六
’
八
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
四
五
’
一
’
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
重

師
集
三
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
巻
末
）

本
云以

院
御
本
行
家
朝
臣
華
書
蔦
之

建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
…
後
嵯
峨
院
。
承
久
二
年
剛
～
文
永
九
年
”
・
寛
元
四
年
繩
譲
位
。

１

１

１

「
行
家
朝
臣
」
↓
４
大
伴
家
持
⑦
Ａ
参
照

②
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
一
○
’
一
二
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
四
八
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
素
性
法

師
集
三
」
／
内
題
ナ
シ
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
巻
末
）

以
前
藤
大
納
言
為
家
本

書
写
之

帽
素
性
［
書
目
胴
・
大
成
１
１
型
～
西
・
新
編
増
補
］

「
素
性
法

⑤
神
宮
文
庫
（
三
／
一
二
○
四
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
四
’
一
三
四
’
一
○
’
一
四
／
紙
焼
写
真
Ｃ
四
六
四
九
／
写
一
冊
／

外
題
「
素
性
法
師
」
／
内
題
ナ
シ
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

の
長
野
市
旧
真
田
家
本
（
二
○
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
八
’
二
一
’
二
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
九
七
一
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ

／
内
題
「
素
性
集
」
〔
首
題
〕
・
「
素
性
集
」
〔
扉
題
〕
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】
三
十
六
人
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑤
Ａ
参
照

③
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本

【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
三
○
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
二
八
七
／
写
一
帖
／
外
題
「
吾

仙
家
集
毒
罷
雑
迩
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
寄
仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・
家

持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
筆
書
写
之

建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
蛆
素
性
①
Ａ
参
照

寛
元
三
年
十
二
月
十
日
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⑥
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
一
○
六
’
三
七
）

【
マ
イ
ク
巳
四
八
’
二
一
’
一
’
一
九
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
帖
／
外
題
「
素

性
集
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】
三
十
六
人
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑧
Ａ
参
照

Ａ
（
素
性
集
巻
末
）

飛
鳥
井
大
納
言
本
ニ
テ
見
合
也

慶
長
元
年
也
足
子

Ｂ
（
同
）

一
校
畢

Ｃ
（
同
．
奉
納
印
）

天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

皇
太
神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽

京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
舜

【
備
考
】

Ａ
「
飛
鳥
井
大
納
言
」
…
慶
長
元
年
瓢
に
該
当
者
ナ
シ
。
飛
鳥
井
雅
春
は
天
正
十
二

１

年
郷
に
権
大
納
言
を
辞
し
、
文
禄
三
年
捌
没
。
飛
鳥
井
雅
庸
（
↓
２
柿
本
人
麻

１

１

呂
⑨
Ａ
参
照
）
は
元
和
元
年
（
慶
長
二
十
年
）
伽
任
権
大
納
言
。

ｌ

「
也
足
子
」
…
中
院
通
勝
↓
３
山
辺
赤
人
④
参
照

Ｂ
「
村
井
古
巌
敬
義
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑥
参
照

の
陽
明
文
庫
（
近
ｌ
サ
ー
六
八
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
五
五
’
七
○
九
１
－
１
八
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
家
持

赤
人
業
平
／
遍
昭
素
性
友
則
」
／
内
題
「
素
性
集
」
〔
首
題
〕
・
「
素
性
」
〔
扉

題
〕
／
三
十
六
人
集
の
う
ち
／
家
持
集
・
赤
人
集
・
業
平
集
・
遍
昭
集
・
友
則
集
と

〈
ｐＡ

（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
証
書
写
之

建
長
三
年
七
月
日

Ｂ
（
同
）

一
校
畢

【
備
考
】
Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
喝
素
性
①
Ａ
参
照

⑧
陽
明
文
庫
（
近
’
二
一
二
－
一
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
五
五
’
七
一
五
’
二
’
九
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
素
性

法
師
集
」
／
内
題
「
素
性
集
」
〔
首
題
〕
・
「
舟
六
人
家
集
」
〔
筆
者
目
録
〕
／
「
舟
六

人
家
集
」
の
う
ち

【
翻
刻
】
舟
六
人
家
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑨
Ａ
参
照

Ａ
（
筆
者
目
録
）

素
性
秀
賢
朝
臣

Ｂ
（
素
性
集
末
尾
）

本
云
以
院
御
本
行
家
朝
臣
証
書
写
之

建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】
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ｊ加
東
奥
義
塾
高
等
学
校

く【
マ
イ
ク
ロ
】
六
七
’
一
’
一
’
九
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
○
七
二
／
写
一
冊
／
外
題
「
素

性
集
九
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

異
本
二以

本
云
院
御
本
行
家
朝
臣
乖
書
罵
之
建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
胆
素
性
①
Ａ
参
照

⑨
神
宮
徴
古
館
（
三
九
九
三
）

【
マ
イ
ク
ロ
】
六
二
’
一
二
’
一
’
五
／
紙
焼
写
真
Ｃ
三
七
四
八
／
写
一
帖
／
外
題

「
素
性
法
師
集
」
／
内
題
ナ
シ
／
三
十
六
人
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

行
家
朝
臣
筆

以
院
御
本
書
写
之

建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
妬
素
性
①
Ａ
参
照

Ａ
「
秀
賢
朝
臣
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑨
Ａ
参
照

Ｂ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
咽
素
性
①
Ａ
参
照

ｊⅢ
京
都
女
子
大
学
図
書
館
吉
沢
文
庫
（
Ｙ
Ｗ
九
二
・
二
○
八
１
Ｋ
’
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
四
二
’
五
八
’
三
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
刊
一
冊
／
外
題
「
寄
仙

家
集
毒
擁
鞠
靹
二
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
寄
仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・

家
持
・
業
平
集
と
合

ｊ

【
翻
刻
】
歌
仙
家
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
叫
Ｆ
～
Ｓ
も
参
照

く

Ａ
（
素
性
集
巻
頭
書
入
）

次
第
奇
数
三
本
同
但
宜
本
所
ノ
違
ア
リ
下
二
標
ス

Ｂ
（
素
性
集
内
題
下
書
入
）

古
本
同

Ｃ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
筆
書
蔦
之

建
長
三
年
七
月
日

，
（
素
性
集
末
尾
書
入
）

袖
中
巻
廿
・
や
よ
や
ま
て
山
ほ
と
Ｌ
き
す
こ
と
っ
て
ん
わ
れ
世
の
中
に
す
み
わ
ひ

ぬ
と
よ
此
嵜
／
猿
丸
か
集
に
あ
り
詞
書
あ
た
な
り
け
る
女
に
物
を
い
ひ
そ
め
て
た

の
も
し
け
な
き
／
事
を
い
ふ
ほ
と
に
郭
公
の
な
き
け
れ
は
と
あ
り

Ｅ
（
二
冊
目
業
平
集
巻
末
書
入
）

文
化
四
年
六
月
十
八
日
校
合
畢

村
田
並
《
花
押
》

Ｆ
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月
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ｊ旭
大
和
文
華
館
（
三
’
三
九
二
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
五
七
’
一
五
二
’
一
’
一
六
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題

「
寄
仙
集
」
／
内
題
「
素
性
集
」
〔
首
題
〕
・
「
素
性
集
」
〔
目
録
題
〕
／
「
寄
仙
集
」

の
う
ち
／
敏
行
集
・
信
明
集
・
猿
丸
集
・
興
風
集
・
業
平
集
・
遍
昭
集
・
頼
基
集
・

公
忠
集
・
宗
干
集
・
清
正
集
・
敦
忠
集
・
友
則
集
・
兼
盛
集
・
小
町
集
・
仲
文
集
。

書
林
中
野
道
也
繍
梓

Ｇ
（
十
五
冊
目
中
務
集
巻
末
書
入
）

文
化
五
年
七
月
廿
五
日
全
編
校
合
畢
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｃ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
蛆
素
性
①
Ａ
参
照

Ｅ
「
村
田
並
《
花
押
》
」
Ｇ
「
《
花
押
》
」
…
村
田
春
門
↓
２
柿
本
人
麻
呂

ｊ旧
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｂ
七
一
／
一
五
’
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
六
八
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
刊
一
冊
／
外
題
「
寄
仙

家
集
譲
稚
溌
函
二
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
寄
仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
。

【
翻
刻
】
嵜
仙
集
全
体
↓
６
猿
丸
大
夫
⑨
Ａ
参
照

家
集
毒
詫
麹
軸
二
」
／
内

家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
見
返
し
書
入
）

是
則
集
・
忠
岑
集
と
合

よ
し
よ
り
良
因
も
み
つ
る
す
か
け
や
か
た
を
の
鷹
山
ぶ
し

Ｊ皿
参
照

く

Ｂ
（
素
性
集
巻
頭
書
入
）

次
第
奇
数
三
本
同
但
宜
本
所
ノ
違
ア
リ
下
二
標
ス

Ｃ
（
素
性
集
内
題
下
書
入
）

古
本
同

Ｄ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
華
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

Ｅ
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

【
備
考
】

Ｄ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
妬
素
性
①
Ａ
参
照

ｊ脚
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｃ
一
／
三
四
’
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
七
一
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
素
性

集
三
」
／
内
題
「
素
性
家
集
」
〔
扉
題
〕
・
「
本
願
寺
本
三
十
六
家
集
」
〔
目
録
題
〕

／
「
本
願
寺
本
三
十
六
家
集
」
の
う
ち

う

【
翻
刻
】
本
願
寺
本
三
十
六
家
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
Ⅳ
Ａ
Ｂ
参
照

く

Ａ
（
人
丸
集
巻
頭
）

素
性
十
八
枚
内
白
二
枚
重
色
紙

ｊ幅
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｂ
七
○
）

く
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ｊ胴
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
（
Ｈ
二
○
七
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
二
九
五
’
二
’
八
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
素

性
集
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
三
十
六
歌
仙
家
集
の
う
ち

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
末
尾
）

一
校
了

此
書
入
は
村
田
翁
自
筆
な
り
真
頼

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
咽
素
性
①
Ａ
参
照ｊ

Ｃ
「
村
田
翁
」
「
真
頼
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
肥
参
照

く

【
マ
イ
ク
ロ
】
三
三
二
’
二
九
一
１
－
１
三
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
刊
一
冊
／
外
題
「
歌

仙
家
集
舞
溌
蕊
彌
二
」
／
内
題
「
家
持
集
」
／
「
吾
仙
歌
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・

家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
華
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

Ｂ
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

Ｃ
（
刊
記
右
傍
書
入
）

Ｊ旧
中
田
光
子
氏

く【
マ
イ
ク
ロ
】
ナ
三
’
四
’
一
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
六
○
七
三
／
写
一
冊
／
外
題
「
歌

も

仙
家
集
一
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
歌
仙
家
集
」
の
う
ち
／
人
麻
呂
集
・
躬
恒

集
・
猿
丸
大
夫
集
・
家
持
集
・
業
平
集
・
兼
輔
集
・
敦
忠
集
・
公
忠
集
と
合

Ｊ

【
翻
刻
】
歌
仙
家
集
全
体
↓
２
柿
本
人
麻
呂
岨
Ｆ
～
Ｈ
も
参
照

く

Ａ
（
素
性
集
見
返
し
書
入
）

次
第
奇
数
三
本
同
但
宜
本
所
ノ
違
ア
リ
下
二
標
ス

Ｂ
（
素
性
集
内
題
下
書
入
）

古
本
同

Ｃ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
華
書
蔦
之

ｊ〃
島
原
図
書
館
肥
前
嶋
原
松
平
文
庫
（
一
三
五
’
六
五
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
三
五
八
’
一
四
二
’
一
二
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
素
性

集
」
／
内
題
「
素
性
集
」

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
箪
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

【
備
考
】

Ａ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
妬
素
性
①
Ａ
参
照
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ｊ灼
尊
経
閣
寺

く【
紙
焼
写
真
】

【
翻
刻
】

Ａ
（
箱
書
）

こ
は
加
茂
季
鷹
校
合
せ
る
と
こ
ろ
の
藤
原
濱
臣
所
蔵
の

本
に
て
今
年
文
化
元
甲
子
五
月
五
日
校
合
畢
長
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｃ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
咽
素
性
①
Ａ
参
照

；

Ｄ
「
加
茂
季
鷹
」
「
藤
原
濱
臣
」
「
長
《
花
押
》
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
岨
参
照

く

ｊ鋤
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
巻
平
安
私
家
集
七
』
所
収
（
一
九
九

九
年
十
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
素
性
」
／
内
題
「
そ
せ
い
法
し
」

〔
見
返
し
題
〕

【
翻
刻
】

Ａ
（
貼
紙
）

尊
純
法
親
王
真
翰

【
備
考
】

Ａ
「
尊
純
法
親
王
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
⑨
Ａ
参
照

Ｄ
（
五
冊
目
、
中
務
集
末
）

尊
経
閣
文
庫
（
函
Ｐ
三
七
○
）

焼
写
真
】
Ｃ
一
○
五
五
二
／
写
一
帖
／
外
題
「
素
性
集
」
（
箱
書
）
／
内
題
ナ
シ

建
長
三
年
七
月
日

ｊ剛
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

ｌ【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
二
十
二
巻
平
安
私
家
集
九
』
所
収
（
二
○

○
二
年
四
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
素
性
集
」
〔
首
題
〕
・
「
素
性
集
」

〔
尾
題
〕
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
巻
末
）

以
前
権
大
納
言
為
家
本

書
写
之

寛
元
三
年
十
二
月
十
日

ｊ塑
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
五
巻
資
経
本
私
家
集
こ
所
収
（
一

九
九
八
年
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
素
性
集
」
／
内
題
ナ
シ

【
翻
刻
】

Ａ
（
外
題
右
傍
）

、

・
一
見
了

Ｂ
（
巻
末
）

【
備
考
】

２

Ａ
「
《
花
押
》
」
…
未
詳
。
為
氏
（
貞
応
元
年
〃
～
弘
安
九
年
郡
）
か
。

１

１

素
性
法
師
墨
付
十
二
枚

《
花
押
》

148



ｊ羽
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ア
ニ
ー
三
’
二
）

く【
原
本
】
刊
一
冊
／
外
題
「
寄
仙
家
集
、
葬
餓
、
錨
軸
二
」
（
合
点
は
朱
）
／
内
題

「
素
性
集
」
／
「
寄
仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・
家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
巻
頭
朱
書
入
）

次
第
奇
数
三
本
同
但
家
本
一
所
ノ
違
ア
リ
下
二
標
ス

資
経
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｃ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
蝿
素
性
①
Ａ
参
照

Ｄ
「
資
経
」
↓
４
大
伴
家
持
の
Ｂ
参
照

Ｂ
（
素
性
集
内
題
下
朱
書
入
）

古
本
同

Ｃ
（
素
性
集
末
尾
）

一
具
也

，
（
裏
表
紙
右
下
）

永
仁
元
十
一
十
書
了

素
性
法
師

Ｃ
（
同
）

本
云

建
長
四
年
六
月
自
院
行
家
朝
臣

賜
之
書
進
之
以
彼
御
本
書
留
之
本

令
借
請
書
写
也
人
丸
貫
之
等
集

ｊ別
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ア
ニ
ー
四
’
二
）

く【
原
本
】
刊
一
冊
／
外
題
「
寄
仙
家
集
葬
馳
繩
軸
二
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
計

明
和
第
七
四
月
六
日
兼
誼
《
花
押
》

以
猪
苗
代
氏
校
本
一
校
了
只
加
僻
案
畢

甲
斐
権
守
賀
茂

寛
政
十
一
年
五
月
十
二
日
季
隠
《
花
押
》

右
家
集
旧
臘
十
五
日
従
季
鷹
借
受
而
書
爲
了

莵
道
上
林

文
政
九
戌
三
月
八
日
政
義
《
花
押
》

【
備
考
】

Ｃ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
過
素
性
の
Ａ
参
照

う

Ｅ
「
平
入
道
法
橋
兼
誼
」
「
莵
道
上
林
政
義
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
別
参
照

ぐ

う

「
甲
斐
権
守
賀
茂
季
應
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
田
参
照

く

以
院
御
本
行
家
朝
臣
華
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

，
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

Ｅ
（
刊
記
後
書
入
）

以
大
坂
江
田
氏
古
本
井
家
本
一
校
了

平
入
道
法
橋兼

誼
《
花
押
》
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仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・
家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
末
尾
朱
書
入
）

以
一
古
本
校
合
了

Ｂ
（
素
性
集
末
尾
）

イ
己
下
元

以
院
御
本
行
家
朝
臣
筆
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

Ｃ
（
中
務
集
巻
末
朱
書
入
）

以
一
古
本
校
合
了

嘉
永
五
年
八
月
廿
九
日

，
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

ｊ躯
国
文
学
研
究
資
料
館
（
ア
ニ
ー
五
’
二
）

く【
原
本
】
刊
一
冊
／
外
題
識
猿
家
」
（
朱
）
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
歌
仙
家
集
」

の
う
ち
／
猿
丸
集
・
家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
巻
頭
書
入
）

次
第
奇
数
／
三
本
同
／
但
宜
本
一
所
／
ノ
相
違
ア
リ
／
下
二
標
ス
／

【
備
考
】

Ｂ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
焔
素
性
①
Ａ
参
照

ｊお
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
（
一
二
－
二
五
五
’
二
）

く【
原
本
】
刊
一
冊
／
外
題
「
寄
仙
家
集
蓉
雛
鎚
靹
二
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
寄

仙
家
集
」
の
う
ち
／
猿
丸
集
・
家
持
集
・
業
平
集
と
合

【
翻
刻
】

Ａ
（
素
性
集
巻
頭
書
入
）

宮
内
省
本
一
一
テ
校
合
す
／
一
首
不
足

Ｂ
（
素
性
集
末
尾
書
入
）

合
計
九
十
九
首

Ｂ
（
同
。
朱
書
入
）

古
本
同

Ｃ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
行
家
朝
臣
筆
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

，
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

Ｅ
（
刊
記
後
朱
書
入
）

文
政
五
年
午
初
秋
七
日
校
合
畢
大
橋
長
廣

【
備
考
】

Ｃ
「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
咽
素
性
①
Ａ
参
照

ｊ

Ｅ
「
大
橋
長
廣
」
↓
２
柿
本
人
麻
呂
朋
参
照

く
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〈
奥
書
・
刊
記
等
ナ
シ
〉

ｊ”
内
閣
文
庫
（
二
○
一
・
四
三
三
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
五
’
二
’
九
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
冊
／
外
題
「
歌
仙
集

四
」
（
表
紙
左
・
題
菱
）
、
「
家
持
集
猿
丸
集
／
赤
人
集
／
業
平
集
／
遍
昭
集
／
素

ｊ羽
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
一
一

ｊ羽
宮
内
庁
書
陵
部
（
五
○
一
・
三
○
一
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
○
’
二
’
一
六
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
帖
／
外
題
「
そ
せ
い
集
」

／
内
題
ナ
シ

く【
マ
イ
ク
ロ
】
一
九
’
一
四
三
’
五
’
三
／
紙
焼
写
真
Ｃ
五
二
○
／
写
一
冊
／
外
題

「
素
性
集
」
（
マ
イ
ク
ロ
不
鮮
明
。
調
査
カ
ー
ド
に
よ
る
）
／
内
題
「
素
性
集
」
／
三

十
六
人
集
の
う
ち

【
備
考
】

〈
』
「
』

Ｃ
（
素
性
集
末
尾
）

以
院
御
本
厨
勵
帥
画
筆
書
罵
之

建
長
三
年
七
月
日

，
（
中
務
集
巻
末
刊
記
）

正
保
四
年
丁
亥
暦
八
月

書
林
中
野
道
也
繍
梓

「
院
」
「
行
家
朝
臣
」
↓
蝿
素
性
①
Ａ
参
照

●
一
一
）

ｊ弧
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書

ｊ魂
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北
岡
文
庫
（
三
三
号
赤
二
一
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
二
四
’
二
四
’
五
’
五
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
帖
／
外
題
「
歌

仙
家
集
」
／
内
題
「
素
性
集
」
／
「
寄
仙
家
集
」
の
う
ち
／
業
平
集
と
合

ｊ調
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
四
巻
平
安
私
家
集
こ
所
収
（
一
九
九

三
年
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
素
性
集
古
本
京
極
殿
御
書
入
在
之
」

（
後
補
表
紙
）
「
素
性
集
」
（
元
表
紙
）
／
内
題
ナ
シ

ｊ訓
陽
明
文
庫
（
別
置
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
五
五
’
五
四
五
’
二
’
一
／
紙
焼
写
真
ナ
シ
／
写
一
帖
／
外
題
「
そ
せ

い
」
／
内
題
ナ
シ
／
「
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
」
（
箱
書
）
の
う
ち

ｊ釦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
本
（
Ｈ
‐
六
○
○
‐
六
い
函
二
）

く【
マ
イ
ク
ロ
】
二
一
’
九
四
’
一
’
九
／
紙
焼
写
真
Ｃ
六
六
二
／
写
一
冊
／
外
題
ナ
シ

／
内
題
「
素
性
法
師
集
」
／
三
十
六
人
集
の
う
ち
／
家
持
集
・
赤
人
集
・
業
平
集
・

遍
昭
集
・
友
則
集
・
猿
丸
集
と
合

性
集
／
友
則
集
」
（
表
紙
中
央
）
／
内
題
「
素
性
法
師
集
」
／
「
寄
仙
集
」
の
う
ち

第
十
四
巻
平
安
私
家
集
一
』
所
収
（
一
九
九
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ｊ弱
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

く【
影
印
】
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
八
十
四
巻
古
筆
切
拾
遺
。
』
所
収
（
二

○
○
九
年
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
「
そ
せ
い
集
」
／
内
題
ナ
シ

三
年
二
月
、
朝
日
新
聞
社
）
／
写
一
帖
／
外
題
ナ
シ
／
内
題
ナ
シ
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